
傷病名 発生状況 発生原因 公務災害防止対策

1 右前腕打撲
暴れて、飛び出そうとした児童の対応をしていた際に、負
傷した。

加害児童の衝動的な行動のため。
・加害児童保護者への報告および加害児童への指導依頼を行っ
た。
・全職員への報告および再発防止に向けて留意する点を確認した。

2

左頭頂部裂創、
左示指突き指、
左膝・左側関節
打撲症

鳥インフルエンザの防疫作業中に発生した。鶏舎の2階で
マスクとゴーグルを装着していたため、足元が確認しにく
い状況で天井及び壁面上部の清掃作業中であり、床のな
い構造部分に気づかず、足を踏み外して階段に転落し、
頭部と足を負傷した。

慣れない作業現場であったため、床のない構造部分
を把握しておらず、踏み外し転落した

防疫作業の動員要請の本部に対し、作業開始前に作業者に対し危
険個所等を周知するよう申し入れを行った。

3 左足関節捻挫

職員室内の複合機にPCからプリントした成果物を取りに
行こうと椅子から立ち上がった時に、関節の動きが悪く、
足が上がらず、ピータイルの裂け目に履物のつま先が
引っかかり転倒した。

生徒募集に関わる学校行事が迫り、資料作成のた
め、長時間のデスク作業になった。そのため、足の
関節が硬直し、席から立ち上がった際に、踏み出し
た足のつま先を床の裂け目に引っ掛けた。

災害発生後、速やかに予算要求を行い、職員室と事務室のタイル
の裂け目を塞ぐ修繕を施した。また「STOP！公務災害」ポスターを
職員室前廊下に掲示して注意喚起をした。

4
右母趾末節骨骨
折、右足打撲傷

落ち着かない児童の個別対応をしながら、不審者対応訓
練を行った。児童が廊下側の窓の鍵をあけて廊下へ出よ
うとしたため、それを慌てて止めようと走って近づき、窓の
外の方に手を伸ばしたはずみで、窓の下の壁にぶつけ
た。

不審者対応訓練中に、不審者の存在を確認をする
ために衝動的な行動をとるという予測が難しいケー
スだったが、隣接教室の職員へ応援要請し、個別対
応職員が複数であれは被災する前段階で止める（児
童の気持ちを切り替える）ことが可能であったとも考
えられる。

①被災職員との対面、指導（応援要請について）
②教職員への事案周知
③拡大ケース会議（支援方法、人的体制について市教委児童生徒
支援室指導主事、SSW参加）と協議内容の全職員周知
※教育委員会の指導を受け、SSWとも連携しながら保護者、児童
への支援を継続している。

5 右母指打撲傷
複数児童の見守りをしていた際に、児童Aが児童Bに危害
を加えようとしていたので、児童Bを庇ったところ、児童A
に拳で右手親指付根を殴られた。

児童A の突発的な行動から児童Bを庇ったため。
・児童の特性に応じた対応ができるよう、校内の支援体制を職員会
議で周知した。
・加害児童の保護者へ事案を説明し、児童への指導を依頼した。

6 頭部刺創
下校指導後、しゃがんで草抜きをしていたところ、移動し
ようと立ち上がった時に、外開きになっていた縦すべり出
し窓の窓ガラスに気づかず、頭頂部をぶつけた。

外開きになっていた縦すべり出し窓の窓ガラスに気
づかなかった。

・全教職員に対して、玄関横の花壇で草抜き等をするときには、縦
すべり出し窓に注意して行うよう、共通認識を図った。

7
左下顎打撲傷・
左中指環指打撲
傷

自分の給食の準備をするために、教室前方付近で、ご飯
をもり付け、教卓に戻る途中、左足を給食台の脚の部分
に引っ掛け、バランスを崩した。黒板にぶつかりそうに
なったため、咄嗟に左手を出したため、黒板のふちに左手
薬指。中指を強打した。その勢いは止まらず、前のめりに
なり、左顎も強打した。

移動する通路が狭かったことや下方向の不注意、自
分の体の動きへの考慮など、意識が十分に向いて
いなかったことが原因と考える。

災害防止に向けて、下記のことを本人、全職員へ指導した。
・自分の体の動きをよく考慮し、急がず、注意しながら移動するこ
と。
・食器を持っての移動では、慎重に落ち着いてすること。
・災害が起こらないような環境づくりをすること。
・災害が起きる可能性があることを常に想定して行動すること。
・公務災害が起きた場合の流れをまとめ、確認した。

8 頚部捻挫
バレーボール大会参加中、他選手と接触ししゃがんだ際
に、他選手の膝が当たった。

バレーボール中の予期せぬ接触

コミュニケーションを徹底し、チーム内での声掛けの習慣をつける。
ポジショニングの意識を高め、選手同士適切な間隔を置く。視野を
広く持ち、自分の動きだけでなく周囲の選手の動きも常に意識す
る。無理なプレーをせず、衝突リスクを下げる。ウォーミングアップと
ストレッチを行い、可動域を広げて衝突時の怪我を防ぐ。床が滑り
やすくないか確認をする。

9 腰部挫傷

病室の床が浸水したため、職員2名でマットレス（布製）を
病室外へ運ぼうとした際に、持ち上げた手が滑り反動で
後方に転倒した。その際、ドアの取っ手部分に打ち付け
た。

複数名で室内清掃の対応にあたっていたが、水を含
んだマットレスの重さが予期した以上であった。ま
た、マットレスを運び出す動線や人員の確保が不十
分であった。

複数名での病室内への入室対応を継続、状況に応じて必要人員を
確保する。病室内での職員の動きを事前に共有し、動線を確保し
対応する。

10
左前額部皮下出
血

体育館で体育の準備運動の時間中、生徒の両脇を持ち、
バランスボールに座らせようとした時、生徒の体がバラン
スボールから落ちそうになったため、生徒を抱きかかえ床
に座らせようとした時に、自分の左上半身がバランスボー
ルに乗ってしまい、そのままバランスボールと一緒に転
がって床で強打した。

生徒が急にバランスを崩したことに対して、被災職員
自身の体勢が整わない状態で生徒の身体介助を
行ったため。

職員朝礼で、今回の出来事の経緯を説明し以下の内容について指
導した。
・生徒が運動を行う際に身体介助が必要な状況を事前に想定し、
介助する者の体勢を整えた上で対応する。
・生徒の運動の身体介助を行う際に生徒及び介助する者の安全が
確保できないと想定される状況においては、運動の中止または他
の職員に介助の協力を要請する。

11 右側胸部打撲

職員室内を学級終礼に向かおうと急ぎ足で移動してい
た。ストーブがあり狭くなっている箇所で、履いていたス
リッパが引っ掛かりバランスを崩し転倒、額及び右側胸部
を打撲した。

・早く学級終礼に向おうと気持ちが焦り、進行方向が
狭くなっていることへの注意が不足していた。また進
行方向へしっかり進むことに意識を集中していなかっ
た。

公務災害防止に向け、下記のことを被災職員及び全職員へ職員会
議で話をし、指導を行った。
・スリッパなど滑りやすく脱げやすい履物は避ける。
・急ぐときにも一歩ずつ慎重に足元を確認しながら進む。

12
左足底部刺入後
刺入後感染

樹木の落ち葉清掃及び樹木の伐採作業行っていた。清掃
作業が終了後、伐採作業を継続し、廃棄のための運搬作
業を行っていた。その作業が終了し掃き掃除をしていたと
ころ、長さ約10ｃｍの枝の切れ端が落ちていて、その枝に
あった3～4ｃｍのトゲがシューズの裏に刺さってしまった。

樹木の特性および受傷後の適切かつ速やかな消毒
等の知識不足によるもの

作業についての手順や方法、安全対策及び安全確認を徹底するこ
とを社会教育課、図書館職員へ指導した。

13
頭部圧挫創、前
頭部打撲傷、頸
肩腕症候群

金庫内の確認作業をしている際、通常は金庫使用時に閉
められている金庫上のキャビネットの扉が開かれており、
それに気づかず確認作業後に勢いよく立ち上がったとこ
ろ、扉の下部で頭部を強打した。

金庫上のキャビネットの扉を開放したままにしていた
ため

注意喚起のため、事務室内の上部キャビネットの扉に「解放厳禁」
のマグネットを設置した。

14
左足関節外果亀
裂骨折

帰宅時、2階から1階へ階段を下りている時、左足を一つ
下の段に下ろそうとしたが、その際左足を踏み外し、滑り
落ちるようにして転び、左足首を捻って骨折した。

注意しながら階段を下りていたが、誤って階段を踏
み外した

・転倒注意喚起ポスターを設置

15 右足関節捻挫 仕事中に窪みのある場所に足を取られて、捻った。

所庭で、子どもの安全を確認しながら歩行し、目線
が子どもに向いていた事から自分の足元への意識
が不十分だったと思われる。窪みが椅子で隠れて、
そこに窪みがあると思わなかったため、足を捻る原
因となった。

・歩行時、足元に気をつける。
・危ないと思われる窪みはあらかじめ埋めておく。

16
左手舟状骨骨
折、左手TFCC損
傷

エレベーターを利用して３階から１階へ降りようとしたが、
３階にエレベーターが待機していなかったため、引き返し
て階段を１階へ降りようとしたところ床面が濡れていたこと
に気付かず、足を滑らせ、転倒し、左手を痛めた。

床面が濡れて滑りやすくなっていることに気付かず、
足元の注意を怠った。

室員に対し、廊下だけでなく階段や執務室などの床面が濡れて滑り
やすくなっていることもあるので、気を付けるよう注意喚起した。ま
た、濡れている箇所を発見した場合は、布等で拭くなど他の人が滑
らないように対応するよう周知した。
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17 右中指挫創
県有地境界線確認会のため、現場に行く途中、河川に降
りる行程で足を滑らせ対岸の壁に衝突した。

・本人の想定以上に道の傾斜があり、また段差があ
ることにも気が付いていなかったため。

所内各課長を通じて、職員に事案の説明及び注意喚起を行った。
・外出先（特に不慣れな場所）では細心の注意を払って行動し、複
数人がその場にいる場合には互いに注意喚起等の声をかけ合うこ
と
・現場の状況を踏まえ、職員（自分自身を含む）の体調や体力面に
考慮し、無理をしないこと、させないこと

18
右母指CM関節
症

学習に付き添いで入った児童が友達に腹を立て、追いか
けようとしたため落ち着かせようと相談室に連れて行っ
た。相談室で児童が教員に対してかぐる、蹴る、噛みつ
く、頭突き等をし、その後寝転がったところを押さえた。そ
の際、何度も手を強く蹴られた。

児童は、友達との関わりの中で感情が昴ったり興奮
したり不安定な状態になることがある。不安定になる
と友達に対して攻撃するため、教職員が押さえようと
すると噛んだり、ひっかいたり蹴ったりすることがあ
る。

職員会議の場で児童について情報共有を行い、全職員へ児童を制
止する場合の注意喚起とトラブルにならないよう積極的な生徒指導
等を行うことの話をした。また保護者とも本児に対する対応につい
て話し合い、本児の情緒が安定するよう、個別対応を行った。

19
右足関節後果皮
下骨折、右足関
節前腓靭帯損傷

災害発生場所にて呼吸器、面体を着装し屋内進入中、足
元に転がっていた消火器に気づかず、右足が消火器に
乗ってしまい転倒し、その際、右足首を捻り負傷したも
の。

火災現場にて呼吸器、面体を着装し屋内侵入中、煙
で視界が悪い中であったが注意力が散漫であったこ
と。また、活動スペースに障害物がないものと本人が
思い込んでいたこと。　部隊としての安全管理不十
分であったこと。

・再発防止に向け、当時の現場の状況を警備隊の中で共有し、問
題点とその対策を検討。検討した結果を警備隊内へ周知し、再発
防止を図る。
・現場と同様の環境下での活動を検証し、再確認する。基本的な動
作ではあるが、改めて適切な動作であったのか、安全確認はどう
だったか、より良い方法がなかったのかを確認する。

20 右前腕擦過傷
患者のオムツ交換時に殴ってきたため手で押さえたとこ
ろ、右前腕を引っ掻かれた

認知知能が低下した患者であり、意思疎通困難。本
人の意の沿わない事をされたことで、易怒性が亢進
し、言葉ではなく暴力行為で拒否したため。

暴力リスクのアセスメント、それに伴ったリスクマネジメントの実施
複数名対応は前提で、易怒的であれば無理をしない
患者の暴力の特徴（引っ掻く行為であり）を認識し対応（袖を守る
PPE着用など）

21 右手手掌刺創
入院患者に対して腹水穿刺を施行中に誤って汚染針で自
身の右手手掌を刺してしまった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした

22

左足部捻挫、左
足関節前腓靭帯
損傷、左足関節
三角靭帯損傷

救急車の資機材等を整備中に後部スライドドアから車外
へ出た後、体の向きを変え助手席ドアを開けようと左足を
踏み出した際に床面にある雨水桝とその周囲の窪み上に
足が乗り、左足を捻り転倒したもの

足を踏み出す際に障害があるか確認しなかった。雨
水桝周囲が地盤沈下により段差が出来ていた。

事案報告を実施、病院負担にて雨水桝周囲の窪みを改修された。
災害発生状況及び夜間、薄暮時等の自身の周囲にある障害が見
えにくい時は足元へ注意することを職員へ周知した。

23 右前腕擦過傷

患者を食堂へ誘導しようとして、同僚看護師が履物を履
かせようとして患者の前でかがんだところ、突然患者が怒
り出し同僚看護師の髪の毛を掴んだため、それを制止し
ようした際に引っ掻かれる

認知機能が低下した患者であり、意思疎通困難。本
人の意に沿わないことをされた事で、易怒性が亢進
し、言葉ではなく暴力行為で拒否したため。

暴力リスクのアセスメント、それに伴ったリスクマネジメントの実施
複数名対応は前提で、易怒的であれば無理をしない
患者の暴力の特徴（引っ掻く行為であり）を認識し対応（袖を守る
PPE着用など）

24 左前腕擦過傷
オムツ交換時、患者が拒否的であり、安全確保の為に両
腕を保持していたところ、左前腕を引っ掻かれる

認知機能が低下した患者であり、意思疎通困難。本
人の意に沿わないことをされた事で、易怒性が亢進
し、言葉ではなく暴力行為で拒否したため。

暴力リスクのアセスメント、それに伴ったリスクマネジメントの実施
複数名対応は前提で、易怒的であれば無理をしない
患者の暴力の特徴（引っ掻く行為であり）を認識し対応（袖を守る
PPE着用など）

25 右下腿裂創

学校の農場で耕運機のエンジンをかけ、運機の刃を土に
つけた瞬間に耕運機の後部が跳ね上がった。目線より高
い位置に上がった持ち手を掴んだまま、耕運機が進んで
いくのを止めようと足で踏ん張ろうとしたときに右足のふく
らはぎ内側に耕運機の刃が当たった。

耕運機の動きを想定できず、被災職員が無理な体勢
で耕運機の動きを制御しようとしたため。

職員朝礼で、今回の出来事の経緯を説明し以下の内容について指
導した。
・耕運機の危険性と安全な使用方法を十分に理解し確認した上で、
耕運機を使用すること。
・耕運機を安全に使用できると過信せず、常に安全な使用方法を意
識すること
・耕運機の使い方について定期的に複数の職員で確認すること

26 右)結膜炎
児童の気もちが落ち着かなかったため、怒ってパンチを繰
り出し、その手が右目のまぶた付近に当たった。

今回の災害があった日は児童はイライラして歩き
回っていたが、即座に次の動きの予測ができず、倉
庫前あたりで急に教員に対して叩くような行動が始
まり、それを制止したり、避けたりすることができな
かった。

災害発生時の状況について学部全体で情報共有し、学級・学年会
で今後の対応について検討し、その内容を学部全体でも共通理解
した。
〇内容
・児童の特性や不穏になりやすい状況を十分に把握しておくこと
・児童の不穏時の適切な対応方法について共通理解しておくこと

27
頭部打撲、右前
額部裂創

・事務連絡のため進路指導室へ移動中、滑って転倒し
た。
・その際、床面のコンクリートに顔面を打ち付け負傷した。

・雨上がりで床面が濡れて滑りやすくなっていた。

●被災箇所付近を通路防渇工事を行う。
●職員会議で事務長から口頭により下記事項の注意喚起を行う。
  ･滑りやすい場所での歩行に注意すること（特に床が濡れている
時）

28 右前腕擦過傷
保護室内清掃の為複数名で入室。清掃中に患者が接近
し、同僚看護師の名札を掴んでくる。患者が興奮しており
制止した際に、右前腕を引っ掻かれる

思考障害が顕著で、衝動性が高じやすい患者。清掃
で入室した事で易怒性が亢進し、言葉ではなく暴力
行為にいたった。

暴力リスクのアセスメント、それに伴ったリスクマネジメントの実施
複数名対応は前提で、易怒的であれば無理をしない
患者の暴力の特徴（引っ掻く行為であり）を認識し対応（袖を守る
PPE着用など）

29 右小指切創

新年度に向けての準備のために教室で作業をしていた。
教室前の廊下に置いてあるロッカーの上にあるミニホワイ
トボードを教室へ運ぼうと、掴もうとした際にホワイトボー
ドの角のカバーが外れているのに気づかず、剥き出しに
なっていた金具部分に勢い良く左手小指があたり、外側
部分を切ってしまった。

ホワイトボードの角のカバーが外れ、金属部分が剥
き出しになっている状態を確認しないままホワイト
ボードを持ってしまったことが今回の怪我に繋がっ
た。

・ヒューマンエラー対策のパンフレットを教職員全員に回覧した。
・ヒューマンエラー対策のパンフレットの一部分をポスター印刷をし
て、職員員室前の廊下に貼り、職員に周知した。職員終礼で下記
の点について周知し、注意喚起を行った。
・物を持ち運ぶ際は、手を持つところに危険な個所がないか確認し
てから物を持つようにすること。
・校内で使う物に危険な個所があった場合は、すぐに補修等の処置
を行うこと。

30
右前距腓靭帯損
傷

校内会議に参加するために、2階から1階に降りる階段を
書類を持ちながら降りて行った。荷物で足元が見えないな
か、恐る恐る階段を降りていき、左足で踊り場に着地した
と思ったが、着地した場所は最後の段だった。踏み出した
先には踊り場はなくバランスを崩して、床についたときに
右足首を外側に捻りそのまま転んだ。

手に書類を持っており足元が見えないのにも関わら
ず、足元の階段を見ずに階段を降りてしまったことが
今回の怪我に繋がった。

・ヒューマンエラー対策のパンフレットを教職員全員に回覧した。
・ヒューマンエラー対策のパンフレットの一部分をポスター印刷をし
て、職員員室前の廊下に貼り、職員に周知した。職員終礼で下記
の点について周知し、注意喚起を行った。
・階段を降りる際は必ず足元を確認しながら降りること。
・急いでいる時であっても廊下、階段は走ったししないこと。

31 前胸部擦過傷
患者のオムツ交換時に殴ってきたため手で押さえたところ
引っ掻かれ、左鎖骨部に擦過傷ができる

認知機能が低下した患者であり、意思疎通困難。本
人の意に沿わないことをされた事で、易怒性が亢進
し、言葉ではなく暴力行為で拒否したため。

暴力リスクのアセスメント、それに伴ったリスクマネジメントの実施
複数名対応は前提で、易怒的であれば無理をしない
患者の暴力の特徴（引っ掻く行為であり）を認識し対応（袖を守る
PPE着用など）

32
左上腕骨骨幹部
骨折

教室での出席確認が終わり、昇降所で生徒の出席確認
の漏れがないかを確認するため、下駄箱にくつがあるか
確認していた。くつを注視していたため、足元の確認を怠
り、右足を踏み外してバランスを崩し、転倒した。転倒した
際に左腕の上部を床に強く打った。

生徒の靴の確認に気をとられていて、足元の確認を
怠ってしまった。

昇降所には段差があり生徒の靴の確認をする際は十分に足元に
注意をおき、作業をすることを職員に朝礼や職員会議で周知した。
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33
右示指末節背部
側刺傷

皮下注射実施後リムーバーを使用して針を外そうとした
が、針が外れておらず、リムーバーを再装着しようとした
際に誤って針を刺してしまった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした

34 右脇腹打撲傷
大会の会場準備をしていた際、ステージ上へ机を運ぶた
めステージ前面の階段を上がっていたところ、階段を踏み
外し体勢が崩れ右脇腹を階段に強打した。

・運んでいる机で足元の視界不良が発生したことで、
階段を踏み外すことになった。
・段差のある場所での作業に対して、慎重さと注意
力が不足していた。

被災職員との面談を行い、階段や段差がある場所での慎重作業を
行うように指導した。また、会場準備責任者と面談し、同イベント作
業前の安全ミーティングにおいて、本件事故を踏まえた安全確認を
行う旨の意識合わせをおこなった。

35 単純型顔面外傷
車椅子で患者を移送中、患者が興奮し、他の患者から
取った杖が左目周辺にあたり、瞼が腫れた。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした

36
頭部打撲、頚椎
捻挫

食堂ホールのテレビの調整のために脚立を使用してい
た。降りる際に脚立より転落して頭部、頸部、腰部を打撲
した。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした

37
左足関節外果骨
折

児童の不適切な行動がおさまるよう対応していたところ、
児童がガラス窓を叩き始めた。児童が怪我をしないよう、
咄嗟にガラス窓と児童との間に立ったところ、左足下部を
10回位強く蹴られたため骨折した。

児童の不適切な行動（ガラス窓を力強く叩こうとす
る、それを防ごうとする教職員への暴力的行為）によ
る

職員終礼にて以下のような共通理解を全職員へ行った。
・児童の家族への報告と今後の対応の仕方の確認
・児童に対する対応策を関係機関と検討
・関係機関と検討した対応策について、校内全教職員で共通理解

38 右眼周囲外傷
車いすの患者の見守りを行っていたところ、患者が突然
立ち上がり、公衆電話ボックスに入ろうとするのを制止し
体を支えたところ、右眼周辺を殴打された。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。

39 腰部打撲傷
業務のために駐車場に車を停めて歩いていたところ、地
面が凍っていたため足が滑り転倒した。

・駐車場の凍結場所が多かったため
・歩行時の慎重さが欠けていたため

・衛生委員会にて報告し、対応策を話し合った。
・融雪剤を今までより多くの場所、そして朝の通勤時間帯の前にまく
ようにした。
・凍結が見込まれる前日には全職員に対し注意喚起の案内をし
た。
・被災職員には今後凍結時における歩行方法等の注意喚起をし
た。

40 腰部打撲傷
業務のために駐車場に車を停めて歩いていたところ、地
面が凍っていたため足が滑り転倒した。

・駐車場の凍結場所が多かったため。
・歩行時の慎重さが欠けていたため。

・衛生委員会にて報告し、対応策を話し合った。凍結の公務災害が
連続して起こったため、次の凍結シーズンまでに融雪剤以外の対
策を考えていく。
・被災職員には今後凍結時における歩行方法等の注意喚起をし
た。

41 前頭部打撲
業務のために駐車場に車を停めて歩いていたところ、地
面が凍っていたため足が滑り転倒した。

・駐車場の凍結場所が多かったため。
・歩行時の慎重さが欠けていたため。

・衛生委員会にて報告し、対応策を話し合った。凍結の公務災害が
連続して起こったため、次の凍結シーズンまでに融雪剤以外の対
策を考えていく。
・被災職員には今後凍結時における歩行方法等の注意喚起をし
た。

42
右上腕三頭筋遠
位部損傷

業務のために駐車場に車を停めて歩いていたところ、地
面が凍っていたため足が滑り転倒した。

・駐車場の凍結場所が多かったため。
・歩行時の慎重さが欠けていたため。

・衛生委員会にて報告し、対応策を話し合った。凍結の公務災害が
連続して起こったため、次の凍結シーズンまでに融雪剤以外の対
策を考えていく。
・被災職員には今後凍結時における歩行方法等の注意喚起をし
た。

43 右足関節捻挫
３階から１階に向かう途中、階段で足を踏み外し、階段下
踊り場まで転落した。

歩行速度や足元への意識等に慎重さが欠けてい
た。

被災職員に対し、階段では足元に注意して使用するように注意を促
した。

44 右下腿挫創
おぼんを持っている状態で冷蔵庫に向かっていたところ、
掃除のために排水溝の蓋がずらされているのに気づかず
その溝に右足がはまって溝のふちに当たり挫創した。

排水溝が清掃中で蓋をずらしていることに気づけな
かった。また、足元が見えないということへの注意が
足りなかった。

排水溝の清掃中は、「清掃中・作業中」という立て札を立てて他の
職員が気づけるようにした。

45
第１2胸椎・第3
腰椎椎体骨折

草刈りをしていた際に、跡地の法面下に落下した草を取
ろうと足を降ろしたところ、足場が柔らかく、踏み出した右
足が大きく沈み込んだことで体勢を崩し、高さ1.45ｍの水
路に背中から仰向けの状態で転落した。

・水路擁壁上部を含む跡地法面下は、幅が狭いうえ
場所によっては枯草等で覆われており、土壌の硬さ
などは目視により判断ができなかった。
・今回、足を降ろした場所は、想定外に柔らかく足が
沈み込んだことで水路側に体勢を崩し、転落したも
のと思われる。

・事故現場となった法面及び法面下については、職員が草刈りをす
る必要がないように防草シート等で覆うなどの対策を講じる予定。
・今回の公務災害について所属職員へ周知するとともに、職員が草
刈りを行う場合には、事前に現場の状況を十分に確認したうえで、
作業計画をたて、慎重に作業を実施するよう組織全体で努めてい
く。
・また、作業の実施にあたっては、必ず複数人で行うこととし、ヘル
メット、ゴーグル等の保護具によるけが防止対策を講じることを徹底
する。

46 右足関節捻挫
勤務を終えて退庁する際、庁舎内正面玄関の段差でつま
ずいて右足を捻った。

異動した直後ということもあり、段差があることを認
識していなかった。

①安全衛生委員会で災害発生状況の情報提供を行うとともに注意
喚起を行った。
②庁舎を管理する県民局は段差部分が目立つよう塗装した床に滑
り止めテープを貼った。

47 右擦過傷
清掃中に患者が接近し、看護師の名札を掴んでくる。そ
の際に右手首に擦過傷を負った。

清掃で入室した事で易怒性が亢進し、言葉ではなく
暴力行為にいたった。

暴力リスクのアセスメント、それに伴ったリスクマネジメントの実施
複数名対応は前提で、易怒的であれば無理をしない
患者の暴力の特徴（引っ掻く行為であり）を認識し対応（袖を守る
PPE着用など）

48
左膝蓋骨骨折、
両下肢切創、左
膝部切創

昼休みに食事に行くために職員駐車場に向かって歩いて
いたところ、堤防から駐車場に降りる階段で足がつまづき
転倒した。

急いでいたため、足元に注意が向いていなかった。
手すりがなかったこと、片手に荷物を持っており気を
取られたことから、、かばうなどの体勢がとれなかっ
た。

会議において、事案の説明を行うとともに注意喚起を行う。併せて、
暗くなってから職員駐車場と行き来する際には懐中電灯で足元を
照らすことができるよう、懐中電灯の貸し出しについて周知する。

49
右第１指虫刺性
皮膚炎

作業用手袋を着用しようとしたところ、手袋内に潜んでい
たムカデに咬まれた。

高温・多湿による害虫発生の注意不足

・作業を行う際は、身に着けるものや道具などに害虫が付着してい
ないか等の安全を確認する。
・職員朝礼において、職員、学生も含めて各部署における作業時の
安全対策の徹底について注意喚起を行った。

50
化学物質アレル
ギー性接触皮膚
炎

患者が噴射した消火器内容物を大量に吸い込み、咳き込
みが止まらなくなった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。
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51
右足関節外果骨
折

歩道を歩いているときに、ゆるやかな傾斜になっているこ
とを意識せずに歩いていたところ、右足を歩道に着いたと
きに右足首を外側に捻った。

靴ひもが少し緩んでいることに気づかず、また、緩や
かな傾斜がある歩道であることを意識せずに歩いて
いたため。

職員用連絡掲示板にて全職員に対し、あせらず、慌てず、落ち着い
て行動し、公務災害を起こさないよう心がけるとともに、万が一、け
がをしたときは、速やかに管理職に報告するよう注意喚起を行っ
た。

52

左母指打撲傷、
左母指皮下出
血、左母指爪下
血腫

氷をハンマーで砕く作業をしていたところ、扉上部（高さ約
2ｍ50ｃｍ）にあった氷の塊（約2㎏）が砕氷の振動で崩れ
落ちて左手親指を直撃した。

急速冷凍庫は老朽化により扉付近に氷が付着する
ようになっており、毎日の様に砕氷しないと扉の開閉
に支障を来す様になっている。また、扉周辺の広範
囲にわたって多くの氷が付着するため、砕氷作業を
行う場合に落氷に注意する必要があるが、十分では
なかった。

職員に対して注意喚起を行い、急速冷凍庫扉付近の砕氷作業を行
う際には、扉上部から先に砕氷する等の作業手順の徹底と防護手
袋や安全靴等の装備の充実を行う。また、根本的な原因である扉
周囲の多くの着氷は設備の老朽化・故障が原因であるため、修繕
のための予算要求を行っている。

53 眼部血液曝露 血液が飛び散ってゴーグルの隙間から入り込んだ。 衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。

54 マダニ咬傷
山林に入り作業を行い、帰宅後、左側胸部にマダニが付
着していることに気づいた。

帽子と長靴と軍手を使用し、首にタオルを巻いた状
態で作業を行った。注意を払って作業を行っていた
が作業中マダニが服に付着したと思われる。

今回の事案の発生後、全職員への注意喚起とマダニ対策につい
て、資料の内容を周知した。また、今後の対策として、防虫の服装
等の徹底と、虫よけスプレーを購入、使用してマダニ付着のリスク
の軽減を図る。

55
右手関節部打撲
傷

児童が木刀で先生をたたこうと向かってきた際、先生をか
ばおうと右手を出したところ右手首に当たり負傷した。

興奮している児童が木刀を持っているにもかかわら
ず、すぐに児童との距離を詰めてしまったため。

職員朝礼において、教職員に事例の共有をした。また、興奮してい
る児童への対応は必ず複数で行うことと、適切な対応方法につい
て確認した。危険な物品等を児童が容易に取り出すことができない
よう、スポーツ少年団の指導者とも連絡を取り、収納場所の確認と
整理をした。

56 前額部挫創
陸上祭で児童が使用したテント等を車から降ろす作業終
了時に、自分で閉めようとして下ろしたバックドアが頭部
に当たり、前頭部が裂傷した。

当日朝から炎天下の中、グラウンドでの活動で疲労
がたまっていたこと、すべての作業が終了するタイミ
ングで安心感からバックドアを下ろす際、バックドアを
確認せず注意不足で閉めようとしたため。

疲労がたまっている際の作業や、作業の終了間際の危険性につい
て、本件の状況を活用して説明し、適度な休憩をしながら作業する
ことや、終了間際は慌てず落ち着いて安全性を確かめながら作業
することについて職員会議の場で全教職員で共通理解を図った。

57
左足関節打撲
傷、左ハムストリ
ング肉離れ

小学校校庭において、体育授業中に、人数不足のため教
員自ら練習に参加。走行中、左太ももに肉離れを発症し、
同時に左足首内側も捻り負傷した。

体育授業中の児童の人数不足により教職員が実技
に参加したが、事前の準備運動や自身の体調・身体
的限界への配慮が不十分であったため、無意識のう
ちに過度な負荷がかかり、結果として筋肉および関
節を負傷した。教育活動に対する責任感から無理な
動きをしてしまったことが原因と考えられる。

職員会議で事例を説明し、今後は、授業中に教職員が実技に参加
する場合でも、年齢や体力等を考慮した無理のない範囲で行動し、
十分な準備運動を徹底する。また、児童数に不足がある場合には、
代替手段（タイム測定や助走の工夫等）を活用するなど、安全を最
優先とした授業運営努め、再発防止を図る。

58
右中指・環指・小
指切創

患者への採血実施後、デバイスの空き袋の上に使用済
みの注射針を置いていた。空き袋を他のゴミと一緒につ
かんで捨てたところ、針で切創した。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。

59 左第7肋骨骨折
生徒が他の生徒に危害を加えないよう教員3人で抑えて
いたところ、足元にいた講師の脇腹の上部を足で蹴った。

生徒の様子をふまえ、起こり得る事象を十分に想定
できていなかったことに加え、生徒との距離が近かっ
たため、突発的な行動を回避できなかった。

管理職より、職員終礼で以下のことを指導した。
・心理的な状態を含め、生徒の様子を注意深く観察し起こり得る事
象を想定しながら関わることを心がける。
・生徒の状態や起こり得る事象をふまえて生徒との必要な距離をと
り、生徒の突発的な行動を回避できるようにする。

60
左下腿ムカデ咬
創

授業で児童の朝の見守りをロッカー付近で行っていたとこ
ろ、ふくらはぎ辺りにもぞもぞする感覚があった。ズボンを
手でパタパタすると10cmくらいのむかでが裾から出てき
た。

害虫が入っている環境が日常的にあるにもかかわら
ず、予測をせずに行動したため。

職員朝礼で、今回の出来事に説明し以下の内容について説明し
た。
・日常的にムカデが出る環境がある施設だということを意識して生
活すること。
・自分自身はもとろん、児童の持ち物やロッカーなどにムカデがいな
いか定期的に確認すること。着替えの時は特に払ったり目視したり
して着替えをすること。

61 右肘打撲

授業に向かうため、職員室から出て廊下を歩いていた。
放送室前を通ろうとした際に、児童が出てくるタイミングと
重なり、勢いよく開いた扉のドアノブで右ひじを強く打ち付
けた。

児童が扉を開けるタイミングと自分がその場を通るタ
イミングが重なったのは、お互いに相手の存在に気
づかずに行動したことによる無意識のエラーが主な
原因である。扉の構造上、向こう側の様子が見えづ
らかったことや、「扉を開ける時・通る時には周囲を
確認する」といった行動が十分に習慣化されていな
かったことも重なり、事故につながりやすい状況が生
じていたと考えられる。

扉付近での接触事故を防ぐため、児童に対して「扉を開ける前には
立ち止まり、まわりの様子をよく見てから開けること」を伝えた。職員
の間でも、ドアの近くを通る時には人が出てくるかもしれないことを
考えて、少しゆっくり通るよう声をかけ合った

62
頚部捻挫、左肩
打撲傷

業務のために駐車場に車を停めて歩いていたところ、地
面が凍っていたため足が滑り転倒した。

・駐車場の凍結場所が多かったため
・歩行時の慎重さが欠けていたため

・衛生委員会にて報告し、対応策を話し合った。
・被災職員には今後凍結時における歩行方法等の注意喚起をし
た。

63
右胸部打撲傷、
右胸部挫傷

足の置き場と傾斜した地面までの目測を誤り、バランスを
崩して転倒した。右胸辺り及び胃の辺りを打撲した。

立木伐採跡地にて、屋根に沿って下方へ移動してい
た際、移動していた区域に草本が繁茂していた。足
元が良く見えない状況であったため、踏み出した足
の置き場と傾斜した地面までの目測を誤り、バランス
を崩して転倒した。

課内で、被災職員の証言、現地の写真を用いて、次のことを行っ
た。
1　転倒した要因の洗い出し
草が繁茂していたため、足元の状況をしっかりと確認できなかった。
斜面を降りていたため、体のバランスが不安定になりやすい状態で
あった。
2　要因から対策を検討した
今回の現場では、草が繁茂しているルートを歩行せず、遠回りにな
るが、草が少ないルートを歩行すべきであった。また、他の現場に
おいても、草が繁茂している箇所、水たまり、渓流を歩行する際は、
足の踏み出しに注意して、また、ポール等を使用して地面を探りな
がら、歩行する。地面の状況を予測する際、「しっかりしているであ
ろう」の「～であろう」ではなく、「穴が空いているかもしれない」「切
株があるかもしれない」と「～かもしれない」と意識の持ち方を改め
て確認した。
3　その他の災害要因
山林では、ハチ、マダニによる刺され、クマとの遭遇があるので、現
地に出かける前に、毎回、これらのことを意識するため、声をかける
ようにした。

64 右拇指切創
豚のと畜検査（頭部検査）でリンパ節を切開しようとした
際、誤って右手で持った検査刀が手袋を貫通して左手親
指まで到達してしまった。

・安全性の高い検査手技への理解と練度の不足
・耐切創手袋の品質の問題

・検査手技の見直し
・安全防護具の改善（今より厚手の手袋（スペクトラガード・10G）に
順次変更）

65 右肩関節周囲炎
入院患者の点滴交換時に右手を挙げたら肩甲間部から
肩甲骨部に激痛が出現し動かせなくなった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。
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66 右眉上切創

排水口のバルブが錆びており、開閉が容易にできないと
報告を受けた。手で回そうとしたが全く動かなかったた
め、長さ150cmほどの鉄の棒をバルブの取っ手に差し入
れ、てこのように使って回した。体重をかけて回している
時、手が滑り鉄の棒の先端が右眉上にあたった。

通常の作業では使用しない、道具を使っての作業と
なり、安全面への配慮が適切にできなかったため発
生した。

事故発生の状況と原因、再発防止に向けての取組を検討し決定し
た。職員終礼時jに教頭が以下の内容を全職員に説明した。
①排水口開閉作業時は安全確認のため、複数人で作業に当たるこ
とを決定したこと。
②管理職より排水口バルブの点検整備を依頼。点検整備を実施。
現在は安全に作業が進められるよう改善されていること。
③今回のことに限らず、作業時は、作業担当者や周囲の者が互い
に言葉がけを行ったり、気付きを声に出して管理職等に進言・報告
したりして、安全確保につなげていきたいこと。

67
右第5中足骨骨
折

放課後子ども教室で、走っている途中に地面に落ちてい
るテニスボールに気づかず踏んでしまい足をひねった。

被災職員の安全意識の不足により発生した。
被災職員の安全意識を向上させるため、口頭により安全意識の徹
底を指導した。

68
左橈骨頭骨折、
左尺骨鉤状突起
骨折

放課後、教室で児童が作成した学級目標の紙を黒板上
のスペースに掲示する作業を一人で行っていた。高所で
あったため、児童用の机（高さ70cm）に上がって作業をし
ていた。掲示を終えて右足から下りようとした際に机が傾
き、机ごと後方に転倒した。

高所に掲示する際に使用した、児童用の机が傾いて
転倒することを予測できていなかったため。

事故発生に翌日の職員終礼において、全職員に対して事故の概要
について職員に説明した。その上で、①高所の作業の際は机を使
用せず、脚立を使用すること　②作業の際は近くにいる職員に声を
かけ支えてもらってから作業をすることを全職員に話して共通理解
した。

69 右下腿打撲傷
患者の部屋の環境整備中に他職員が暴力を受けた。不
穏状態の患者を制止しようとして受傷した。

薬物療法の拒否により症状、精神状態の悪化が見
られていた。それにより、医療従事者に対する攻撃、
暴言などがくりかえされていた。

薬物療法の継続に向けた支援。突発的な衝動行為の既往は過去
にも見られており、どんな場面においてもリスクはある事を念頭に置
き、慎重に対応する。

70 左大腿打撲傷
患者の部屋の環境整備の為、複数職員で訪室。掃除の
声掛けをすると、患者が立ち止まって怒鳴り、看護師の左
大腿部を蹴った。

薬物療法の拒否により症状、精神状態の悪化が見
られていた。それにより、医療従事者に対する攻撃、
暴言などがくりかえされていた。

薬物療法の継続に向けた支援。突発的な衝動行為の既往は過去
にも見られており、どんな場面においてもリスクはある事を念頭に置
き、慎重に対応する。

71
頭部打撲、右耳
介挫創、左母指
MP関節捻挫

患者の部屋の環境整備の為、複数職員で訪室。他看護
師に向かって患者が暴力を振るったため制止した際に右
側頭部を殴られた。

薬物療法の拒否により症状、精神状態の悪化が見
られていた。それにより、医療従事者に対する攻撃、
暴言などがくりかえされていた。

薬物療法の継続に向けた支援。突発的な衝動行為の既往は過去
にも見られており、どんな場面においてもリスクはある事を念頭に置
き、慎重に対応する。

72
右下腿腓腹筋損
傷、右下腿挫傷

ソフトボール大会に選手として出場した。バッターとしてセ
ンター方向へヒットを打ち、1塁から2塁に向かって全力疾
走をしていたところ、右ふくらはぎを損傷した。

事前のストレッチ等準備運動が不十分だったこと、ま
た、1塁から2塁へ走った際、急激に加速したため。

スポーツ大会等に参加するときは、準備運動をしっかり行うととも
に、無理をしないよう十分注意してプレーするように周知した。

73 右後頭部蜂刺傷
環境整備の一環でグラウンドのり面の草刈りのため、せ
ん定と雑草等の除去を刈込みばさみで実施していたとこ
ろ、後方よりハチに刺された

蜂刺しについては予想はしていたが、後頭部であっ
たため回避できなかった。

作業者に対し、草刈り作業時には、蜂刺されに注意し、刺激せず蜂
が飛んでいる付近を回避するよう周知を行った。

74
腰部打撲傷、右
足部打撲傷

授業中に児童がテストを受けている間、教室の掲示物を
変えるために教室備え付けの児童用ロッカーに上がり張
替え作業をしていた。ロッカーから降りようとした際、バラ
ンスを崩して床に落下した。

足元の確認不足のため。
職員会議の時間に、以下内容を職員に周知した。
・高所での作業は特に注意を払って行うこと
・高所から降りる際は、足元をよく確認すること

75 左肋骨骨折

文書裁断機を使用して用紙の裁断作業を行っていた際、
通常通り作業をしていたが、裁断できなかったため、さら
に体重ををかけて力を加えたところ、裁断機のハンドル端
部が左わき腹に強く接触し、衝撃を受けた。

当該職員が使用した裁断機において一度に処理す
るには枚数が多く、当該職員の腕力では十分な圧力
を加えることができず、裁断が困難な状況となった。

・裁断機の点検を実施し、器具の状態に問題はないことを確認し
た。
・裁断機の安全な取り扱い方法について、当該職員を再確認を行っ
た。
・裁断機は一度に処理する用紙を適正な枚数に分け、無理な力を
かけずに作業を行うよう指導した。
・作業中に困難を感じた場合は、速やかに周囲に助けを求めるよう
に促し、無理をしない作業体制の徹底を図った。
・1学期の職員会議において全職員に対して、裁断機を利用する際
の注意と、新たに刃を交換した裁断機の存在を周知した。

76 左眼部打撲傷
ソフトボール大会に選手として参加し、試合で投手をして
いたところ、相手チーム打者の打球がライナーで直撃し
た。

ライナー打球が短距離で直撃したものであり、防御
困難な状況だった。

福利厚生活動（スポーツ）においては、試合前に入念な柔軟体操を
行うことなど、ケガをしないよう事前準備を徹底するとともに、本事
案のような偶発的な被害が生じることもあるので、十分に注意して
試合に臨むことを所属で共有

77
左第6・7肋骨骨
折

体育館の高所にひっかかっていたボールを除去しようと
梯子をかけて登ったところ、梯子の足元部分が後方に滑
り、そのまま梯子につかまった状態で落下した。

梯子が固定できていると思ったが、足元部分が後方
に滑った。一人で高所に登ったことが原因。

職員会議で今回の公務災害の情報共有を行った。高所に登らな
い。どうしても登るときは複数で安全を確かめる。周りの状況に注
意して行動するように注意喚起を行った。

78 左前腕咬創

せん妄により興奮状態の入院患者を病室へ戻るよう促す
ために病室前の廊下にて、歩行が不安定であったため患
者に付き添い支えて歩いていたところ、左前腕を2回噛ま
れた。

入院患者がせん妄状態だったため。

・衛生委員会にて報告し、職員への周知をした。
・被災職員には、自分では対応の困難な患者の時はベテランスタッ
フに対応をかわってもらうようにと指導した。
・同じようなせん妄状態の患者について、薬等で早めに対応する。

79 足挫創
園児が、田んぼの感触を嫌がって畦道にあがり、斜面を
下りて水路の方へ行ったため、追いかけて行こうとしたと
ころ、草の蕪のようなものを踏んだ。

少し急な斜面だったので、慌てて追いかけてしまい、
足元を十分に確認していなかった。

裸足で歩く可能性のある場所は、危険なところや物がないか事前に
確認しておく。

80 左眼眼窩骨折
柔道の乱取り稽古の指導中、突っ込んで来た生徒を、け
が防止のために受け止めながら避けた際に、近くにいた
人の膝に左顔面をぶつけた。

生徒のけが防止のため瞬間的な対応であり、周囲
の確認ができなかったため。

職員会議で災害発生事例の情報共有を行った上で、日常生活をも
含む学校での安全対策は多岐に及ぶが、「自分は大丈夫」という意
識の改革も含め「ハインリッヒの法則」を学ぶ時間を設定した。特に
部活動顧問に対しては、活動時の周囲の安全確認の重要性を確
認した。

81 左手熱傷2度
お茶を入れた非加熱式保温ポットからコップに中身を注ご
うとした際、上部蓋が外れ多量の中身が左手全指にかか
り熱傷した。

利用していたポットは、上部蓋を捻って開栓し中身を
注ぐタイプの物で、その蓋が完全に閉栓していない
状態で、飲用のため通常使用時の開栓（一回捻り）
行為をしポットを傾けたところ、上部蓋が完全に外れ
熱傷を負うこととなった。

蓋を緩めて（捻って）注ぐタイプのポットの使用をやめ、レバーを押
すことにより注げるタイプに変更。
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82

右眼球打撲傷、
頭部顔面外傷、
両上腕打撲傷、
両下腿打撲傷

生徒がふざけていたため、指導に入ろうと生徒に近づい
た。その際、腹を立てた生徒に顔面や頭をたたかれた。

独特の判断基準をもち、その基準が破られると非常
に腹を立てる。今回は「近寄ってくるな」という自分の
思いを聞き入れてもらえず、「自分の嫌なことをして
きた」という理由で暴力を振るった。

職員会議の場で事案や本児について情報共有を行った。また、宿
泊研修前だったことから医療機関、保護者とも相談し、不安定な状
態になった時の対応について共通理解した。全職員へ児童を制止
する場合の注意喚起と、トラブルにならないよう積極的な生徒指導
等を行うことの話をした。また、保護者とも本児に対する対応につい
て話し合い、本児の情緒が安定するよう個別対応を行った。

83
頭部打撲、左耳
打撲、頚部打撲

児童と体育の授業に参加するため、体育館で待っていた
が誰も来ず、中止になったと思われたため、教室に戻るこ
とを児童に伝えたところ、急に怒りだし、髪をひっぱった。
その後、腰のあたりに体当たりしたため、バランスを崩し
転倒し、体育館の床で左頭部と左耳を強打した。

ストレスを感じると、教職員や他の児童に対して、手
がでる、蹴る、物を投げつける、などの行動を起こす
ことがあり、体育が中止になったことを不快に感じ、
今回の行動をとったと思われる。

職員会議において
・全教職員に事故発生の状況等を再度周知
・配慮を要する児童へのかかわり方の確認
・配慮を要する児童が落ち着きをなくした時の対応について共通理
解
・全教職員に公務災害への注意喚起

84 右下腿筋挫傷

サッカー部の部活動指導中、キーパー練習のためクロス
ボールを蹴った際に右足ふくらはぎに痛みが出たので中
断した。安静にしていたら翌日には復活したので部活指
導を行ったが、昨日と同じように右ふくらはぎに強い痛み
が出た。

事前に準備運動を行っていたが、右ふくらはぎへの
負担が大きかったため。

【個人に対して】昨年度も同様のケースであったが、今回も被災職
員は競技経験者であるが故の災害でもあると認識している。自分
の年齢と体力等を十分配慮し、無理のないようにと、本人に助言し
た。
【職員全体に対して】年度当初にはふれているが、部活動中の自分
自身に怪我等に十分注意をすること、また、生徒と一緒に活動する
場合には、準備運動やダウンを行うことを、再度職員会議の場にて
全職員に注意喚起する

85 右足部挫傷
図書室で椅子を運んで片付けようとしていたところ、足元
を見ずに椅子を持ち上げようと椅子に近づいたため椅子
の脚に勢いよくぶつけた。

足元への注意不足
職員終礼において、職員に対して不注意で大けがをすることがある
ので気をつけるよう注意喚起を行った。

86
左眼球打撲症、
左網膜振盪、左
点状表層角膜炎

児童が学習用具の「リバーシ」を、フリスビーを投げる要
領で器具室内の所定の場所に向けて勢いよく投げた。児
童が右手で投げたそのリバーシが左目（眼球）を直撃し
た。

落ち着かず突発的な行動の激しい児童であり、体育
用具の使い方も知らない上に、形状から突発的に投
げたいという衝動にかられたと思われる。加えてその
児童がそれを投げることでどんなことが起きるかを予
測する判断力に欠けていたことが主な原因と考え
る。

災害防止に向けて、下記のこと職員会議で全職員に共通理解し
た。
・全職員に対して、事故発生の状況等を周知
・児童全体に正しい用具の使い方を指導するよう周知
・児童全体に危険を想定し、考えて行動をすることを指導するよう周
知
・全職員に体育用品の置き場所等を見直し、災害が起きにくい環境
をつくることを周知
・配慮を要する児童へのかかわり方、対応について再共有
・災害が起きる可能性がある事を常に想定し、再発防止に努めるこ
とを確認

87 右手関節捻挫

保護の診察室から保護室へ移動の際に抵抗が強かっ
た。患者の左側から患児をエスコートしていたが抵抗が強
く、上肢を持ちながらふり回されるような状態となり保護室
まで誘導した。移動当初は痛みはなかったが、30分後痛
みを感じた。

診察時隔離処遇になる事に不満を述べ抵抗し、不穏
行動に至った。

隔離処遇への不満がある場合は入室時の衝動行為のリスクは高
い。複数対応中でも衝動行為発生のリスクがある事を念頭に置き、
慎重に対応する。

88 左目角膜潰瘍
ツキノワグマのカメラトラップ設置を検討するための下見
調査を行っていたところ、背丈ほどの笹薮をかき分けて歩
いているときに、笹の葉が左目に入った。

笹藪をかき分けての踏査は、普段から行っており、
「慣れ」によるヒューマンエラー

・笹薮に入る踏査では、保護メガネを装着する。
・所属内で作成している労働安全対策リスク評価票にも笹薮の踏査
は保護メガネを着用することを追記し、課内職員に周知した。

89
右示指背側部刺
創

患者採血後に使用した採血針を誤って右示指背側に刺し
てしまった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。

90
左腓腹筋不全断
裂

陸上運動の実技研修中に20ｍ短距離走をしていた際、走
り出し5ｍくらいの場所で左足ふくらはぎに攣ったような痛
みを感じた。その後も攣ったような痛みが続いた。

事前に準備運動を行い、安全に注意して実技研修を
行っていたが回避できなかった。

所属長が職員会議で、事故の経緯について職員に説明した。ま
た、再発防止へ向けて①事前に十分な準備運動を行うこと②会場
や気候など環境や自己の体調を把握し、無理をせず必要に応じて
水分補給や休憩をとること等を注意喚起した。

91
右肩・右股・右膝
打撲

壁に立てかけてあるパネル（6枚）に1枚のパネルを立て
かけ、少し押した際に、そのパネルとすでに立てかけて
あったパネルのすべて（7枚）が倒れてきたため、とっさに
よけた際に勢いよく床に転倒した。

1人で作業していたため、パネルが倒れる事態を未
然に防ぐことができなかった。

職員用連絡掲示板にて全職員に対し、作業をするときはできるだけ
複数人で安全確保に努めながら実施するよう注意喚起を行った。ま
た、万が一、けがをしたときは、速やかに管理職に報告するようあ
わせて周知した。

92 頚椎捻挫
準備運動後、最初の運動である前転をするためマットに
手をつけて前転を1回行ったところ、首が痛くて動かすこと
ができないくらいの痛みを感じた。

運動前の準備運動は行ったが、首周りの準備運動
が不十分であったと考えられる。

職員研修を実施し、器械運動のような非日常的な運動を実施する
際は、首、手首、足首、腰、膝等の準備運動を念入りに行うことを職
員に周知する。

93 熱中症
火災出場し、消防水利から火点までホース延長している
際、頭痛、嘔吐などの熱中症様症状が発生した。

日頃から暑熱順化訓練を行っていたが、気温35.3
度、熱さ指数32.3の危険な気象状況下、防火服を着
装しての活動で、ホース延長という強度の高い身体
活動により、体内に熱がこもり体温調節が困難となっ
たため。

熱中症予防対策の教養（令和7年「STOPSTOP！熱中症 クール
ワークキャンペーン」実施要綱及び労働安全衛生規則）を行った。
また、体調不良時に躊躇することなく隊長及び隊員へ伝えることが
できるように、隊内で話し合いを行った。

94 蜂刺症
園児受け入れ準備中、畳上にいたキイロスズメバチに気
づかず踏んでしまった。

行動範囲の確認不足。
行動範囲に危険がないか確認して行動をする。
害虫駆除に努める

95

頭部打撲、右前
腕部打撲傷、右
手指打撲傷、両
膝打撲傷、右足
関節表皮剥離

生徒と面談をし、訪問指導をするために、生徒の居室を
訪ねた。生徒はイライラし、文庫本やテレビのリモコンを
投げた。職員が両手を握って落ち着くように声をかける
も、気持ちはヒートアップしていき、その後は爪を立てた
り、髪の毛を引っ張たり、膝を蹴られたり、物をぶつけられ
た。

・職員との連携不足。
・被災職員の担任としての思い（強い責任感、自分
一人でなんとかしようとしてしまった）

【個人に対して】被災職員の生徒への思いや、担任としての責任感
は認めながら、状況によっては無理のないように冷静に対応するこ
とについて、本人に助言した。
【職員全体に対して】職員朝礼で災害発生時の状況について学部
全体で情報共有し、今後の対応について共通理解した。他の生徒
でも同様のケースが起こる可能性があれば、事前に学部会や職員
会議で対応について検討する。
（今後の対応）
・訪問指導時に予想される状況について、職員と事前に確認をして
おくこと。
・生徒が興奮した状態の時には、冷静に対応すること。状況によっ
ては、一人でなんとかしようとせず、その場を離れたり、施設の職員
や他の教員と交代したりすること。

96 左足関節捻挫
部活動の指導で、ネットを挟んだコートでレシーブ練習を
行っていた。レシーバーに対してボールを打とうとした時
に生徒の足の上に載って転倒した。

・生徒の足の上に教員の足が乗ったことで転倒し、
足を捻ったことが直接の原因。生徒の足が出たタイ
ミングと教員が足を出すタイミングが重なった。反対
コートにいた生徒の動きが十分に察知できなかっ
た。

・生徒の動きや周辺環境をよく観察・予測して指導することを所属職
員に周知した。また、不足の事態を想定して練習内容に応じたゆと
りある練習空間を確保するよう併せて注意喚起した。
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97
左肩関節打撲
傷、左肩擦過傷

運動会に向けて、1.2年生の親子種目の練習を児童とペ
アを組み行っていた。ペアを組んでいた生徒が転倒し、転
倒した児童が競技の順路とは逆方向に起き上ったことで
異なる方向に引っ張られ体を捻った。

児童の突発的な行動とそれを想定することが不十分
だったことが考えられる。その他、校庭の整備状況も
良くなかったことも考えられる。

職員会議にて、全職員へ再度、児童への事前指導や児童の動きを
想定するよう共通理解を図った。児童と一緒に運動、活動をする際
は、十分な準備運動をすることや無理をしないことなど注意喚起を
行った。また、校庭の整備を行い、再発防止策に努めた。

98 左顔面打撲症

音楽の授業に向かうため、児童を廊下に整列させて引率
準備をしていた。児童とタブレット使用についてやり取りを
行っていたが、意思疎通がうまく図れず、生徒は手に持っ
ていた書籍を投げつけた。

少人数教室の利用やタブレットの使用について、児
童と適切な意思疎通が図れず、感情が高ぶった状
態に至ったことが直接の原因である。こうした児童の
特徴に応じた予防的な支援体制が十分に構築され
ていなかったことが、今回の被災に至った要因であ
る。

管理職や担任で事故発生の状況と原因、再発防止に向けての取
組を検討し決定した。終礼時に教頭が以下の内容を全職員に説明
した。
①安全確保の体制強化：突発的な行動が想定される児童に対応す
る際には、担任単独ではなく複数職員で関わる体制を整える。特に
授業移動や場面転換の際には、管理職や支援担当と連携し、安全
確保に努める。
②校内での共通理解の促進：今回の発生状況と原因を全職員に共
有し、児童への関わり方や危険察知のポイントを共通理解する。互
いに声を掛け合い、状況を早めに共有できるよう意識づけを行っ
た。
③児童への支援体制の整備：児童に対しては、落ち着ける居場所
の確保（図書室・体育館等）、個別対応の充実、肯定的な声かけの
継続を行い、安心感を高める。
④危険行為の未然防止：授業準備や移動など場面転換等には、児
童が手に持つ物品（本や備品など）が投擲の対象とならないよう事
前に注意を払う。

99
右膝内側側副靭
帯損傷、右膝前
十字靭帯断裂

テニスコートで部活動の指導を行っている際、欠席した生
徒の代わりに生徒とラリーをした。自分の立ち位置よりも
少し遠くに飛んできたボールを追い、打ち返そうとした時
に右膝が打つ側に入った状態となり、右膝に過度な負担
がかかった。

欠席した生徒の代わりで単純にボールを打ち返すだ
けだから大丈夫だと判断し、生徒とラリーをしてい
た。予期せぬ方向にボールが飛び、追いかけてボー
ルを打ち返す動作が続いた。そうした「活動をすると
いう判断」や「不規則な動き」が事故発生の大きな原
因となった。

部活動など生徒と活動をともにする様々な場面において、その時の
状況（場所、天候、体調等）を慎重に判断し、決して無理をすること
がないよう、また生徒にも無理をさせることがないよう職員会議で周
知を図った。　今学期末には、全職員を対象とし公務災害防止を含
めた危機管理研修を実施する予定である。

100
両）薬剤性角膜
炎

長期間プールを使用しないのでプールの水質管理のため
部活動終了後、粉状の薬品の袋を開封し、プールに投入
した際、急な突風が吹き投入中の薬品が両目に入った。

予測していない急な突風が被災職員の方へ吹き、粉
末状の薬品が飛散し、被災職員の両目に入ったた
め。

体育科・水泳部顧問・管理職で薬剤投入方法について協議して今
までの投入方法を改めて以下のように決定した。
いつ突風が吹いても粉末状の薬品が飛散しないように、器具庫な
どの風が吹き込まない屋内で、バケツなどを使い、粉末状の薬品を
一度水に溶かし、その液体をプールに流すようにする。

101 左足関節捻挫
日直業務時、教室棟入り口に小さな段差があることに気
づかず、段差の角に乗ったときにひねった。

教室棟入り口は、玄関マットが敷いてある。この玄関
マットと小さな段差がある場所の色が似ている。

・職員朝礼時に職員への注意喚起
・発生場所の段差を視覚的にわかりやすくするため、テープを貼っ
た。

102
左前腕咬創、皮
下血腫

生徒Aがラジカセを再生したが、音量が大きかったため、
下げるよう言葉声掛けをしたところ左腕を掴んで噛みつい
た。

生徒の落ち着かない状態は把握できていたが、無防
備に近づき予想外の生徒の行動だったため、対応で
きなかった。

・災害発生時について、情報共有した。
※学年会、職員へ伝達
・生徒に対応する時の配慮事項を確認した。
・生徒が落ち着かない時の連絡体制を確認した。
・職員と担任間で、その日の生徒の状況（体調等も含めて）につい
て確認する
　※毎朝

103
第2度熱傷（右
手）

コンロ台の上に置いてあったボウルへ鍋から取り出して
入れ、ボウルを台の上に移動するため持ち上げたところ
熱せられ熱くなっていたボウルでやけどを負った。

鍋の近くにあったボウルが熱せられていたことを想
定せず、薄い手袋のままボウルを片手持ち上げたた
めやけどを負ってしまった。

・災害発生時の状況について共有した。
・今後の対応について担当者で検討し、以下について授業時間（作
業班）にて共通理解した。
①作業中に物を置く位置について（火気の近くに物を置かない）
②作業工程を移るときには声出しの確認を行う
③安全に作業を行う上での配慮事項を改めて確認した。

104
右中指末節骨近
位部骨折、爪下
血腫

レフトフライをミットで捕球できず、素手に直撃した。

照明を点灯したナイトゲーム中の怪我。
球が見えにくかった中で、ライナー気味のフライの打
球速度に対して、安全に捕球する守備技術の練度
が不足していた。

①照明不足について
照明をより明るくすることは困難だが、日没が遅い季節に試合を実
施することについて、他の行事を含めた全体の計画の中で、今後
検討する。
②注意喚起
試合前または大会開会式で、十分な準備運動をしたり、キャッチ
ボールなどで体や目をよく慣らすように案内したり、怪我には十分
注意するよう注意喚起をする。　これまで、レクリエーション中の公
務災害として、バレーボール大会でのアキレス腱断裂もあった。毎
年開催している安全衛生委員会では、過去の公務災害の発生状況
を周知して注意喚起しているが、これらレクリエーション中の事故に
ついてもとりまとめて、より一層の注意喚起を促すことについて検討
する。

105 左下腿挫創
自席横の柱に取り付けられているストーブ用のガス栓の
金属囲いに、ぶつけたことにより負傷。

被災職員の机と柱の通路（間隔）が狭いことによる。

・被災職員の机の位置を可能な範囲で移動し、柱との間隔を広げ
た。
・災害の原因となったガス栓の金属囲いを気泡緩衝材で養生し、ぶ
つかっても受傷しないようにした。

106 左踵骨骨折
教室で不要になった天井から吊るされているラックにある
テレビを降ろすため、脚立に上がっていたところ、脚立が
倒れそうになり飛び降り着地した際に負傷した。

脚立が倒れることは予想しておらず咄嗟のことだっ
た。

こうした作業に不慣れな教員が作業を行うことは危険と判断し、そ
の後の作業を中止した。すぐに教育委員会に連絡し、教員での作
業は困難であることを伝え作業の依頼をした。市教委が校務技師
による共同作業でテレビ撤去作業を行うことを計画し、実施された。

107
右アキレス腱不
全断裂

ソフトテニス部の部活動中、生徒と試合形式の練習をして
いた。相手が打った球を打ち返そうと急激に加速したとこ
ろ、右足のアキレス腱に激痛を感じた。

試合形式の練習前に入念にストレッチを行うなどの
十分な準備運動ができていなかった。

スクールトレーナーによる、けが防止およびストレッチ講習の実施
（体育科教員、運動部活動担当者対象）

108
左膝前十字靭帯
損傷

ソフトバレーボール大会に参加したところ、膝を捻った。
直接の原因は、試合中に足が滑り転倒した際、膝を
捻ったことであると考えられる

課内会議において、公務災害の防止について所属職員に周知を行
う。

109
左アキレス腱断
裂

生徒とバトミントン中、横にそれた羽を受けようととっさに
左足で踏み込んだ時に負傷した。

・事前に十分なストレッチを行わなかったこと。
・体育館があいていなかったため、体育館下にある
ピロティで行ったが、ほかに適当な場所があったかも
しれなかった。
・年齢を考えず、無理に動いたこと。

・運動をする際は、十分な準備運動をを行うこと。
・運動を行うのに適した靴で行うこと。
・ピロティはコンクリートで滑りやすく、風通しがよくバトミントンの羽
の動きが予測しにくいため不意な動きにつながりやすい。激しい運
動には不向きな場所であるため、運動を行う際は適した場所で行う
こと。
以上の再発防止策を職員会議で呼びかけた。
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110 左下肢肉離れ
三面水路で、消防ポンプ自動車の取水訓練を実施してい
たところ、水路法面を駆け上がろうと左足を踏み出した
際、左下肢に痛みを感じた。

三面水路を駆け上がろうと左足を踏み出した際、偶
発的に事故が発生した。

訓練前には十分な水分補給及び入念な準備運動並びに体調確認
を実施する。

111
右上腕骨顆上骨
折

調査のため、山に登頂。用務終了後、下山途中、石に躓
きうつぶせに転んだ。

進路をよく確認せずに歩いたため。
・疲労がたまらないように適宜休憩を入れる。
・危険な個所があれば、声がけをする。

112

左顔面打撲傷及
び擦過傷、左前
腕打撲傷、頸部
捻挫

現地調査及び協議を終え、下山する途中、岩を上り下り
する箇所を下っていたところ、足を置いた場所に濡れた落
ち葉や泥等が溜まっており、足場が悪く滑りやすくなって
いたため滑って転んだ。

足場の悪い道で、濡れた落ち葉や泥等が溜まってい
たため。

・疲労がたまらないように適宜休憩を入れる。
・危険な個所があれば、声がけをする。

113 右中主骨骨折

農場管理のため、ピーマンの誘引ネットを一人で板に巻き
付けながら取り外していた際、ネットを強く引っ張ったとき
にネットがピーマンに引っ掛かり、その勢いで板の端が折
れ、板を持っていた右手薬指が可動域と反対方向に曲が
り骨折した。

炎天下の中で一人で作業しており、集中力の低下や
時間的な焦りで事故発生の可能性を察知できなかっ
たため。

校長、教頭、農場長、被災職員で発生原因の確認と防止のための
話し合いを行い、以下の再発防止策を講じることを科会を通じて科
内の教員にも周知した。
・作業内容に応じた実施時間の調整（涼しい時間帯、こまめな休
憩）
・できるだけ複数で作業をするように科内の教員で作業内容を共有
し、調整する

114
左手挫創、左手
部痛

勤務を終え更衣室で着替え、ロッカー内の鞄を取ろうと前
傾した際に体勢を崩し、とっさにロッカーの開口部の縁を
つかんだところ縁で切れ出血した。

・ロッカー内に、手でつかんだ際に皮膚を傷つける恐
れのある部分があった

・ロッカー内の、手でつかんだ際に皮膚を傷つけそうな箇所にカ
バーを取り付けた

115
第2腰椎破裂骨
折、左第5中手骨
骨折

養鶏場で発生した鳥インフルエンザに係る鶏の殺処分を
していた。業務が終わり、集合場所に向かう途中、暗闇で
足を踏み外し、川に転落した。

鳥インフルエンザが発生したは農場は、鶏舎等の施
設が点在し、その施設を結ぶように通路がある。そ
の通路に街灯は点々としており、夜間は前を歩く人
の気配を感じながら、やっとついて歩ける状況であ
り、前方の確認が十分できなかったため。

・仮設照明の設置により、職員が移動する動線を明るくした。
・川との境界が分かるように、通路脇に工事用コーンを配置した。

116 左肋骨骨折

書写の授業に必要な指導用具（教科書や新聞紙、プリン
ト、習字道具など）の入った段ボールをもって、職員室か
ら教室に向かうための階段を上がっていた際、踊り場が
掃除終了後で水で濡れている状態だったためバランスを
崩し転倒、負傷した。

階段の踊り場が水で濡れていることに気づかず、か
つ、教材を持つために両手がふさがれている状態
だったため。

職員終礼において事象について全教職員に周知し校舎内の移動
について注意を促した。

117 左手関節挫創
急傾斜地の点検業務中にバランスを崩して法面上から約
2ｍ下の藪へ落下、負傷した。

注意不足により法面上でバランスを崩した
①安全衛生委員会で災害発生状況の情報提供を行うとともに注意
喚起を行った。
②安全衛生委員会資料を周知した

118
左表層角膜炎、
左眼球打撲

朝の会の活動のため体育館に入り、ボールを使った活動
の準備と対応を行っていた。児童に対し活動時間や休憩
の取り方について説明していたところ、突発的に感情を高
ぶらせ投げつけたボールが左目を直撃した。

この事案は、体育館という比較的広く刺激の多い環
境下で、活動開始前の声かけに対して児童Aの感情
が急激に高ぶり、衝動的に物を投げつける行動に
至ったことが直接の原因である。また、活動前の状
況把握や児童の気分の波への配慮が十分に行え
ず、児童の突発的行動に対して即応できる職員配置
や安全確保の体勢が整っていなかったことも、結果
として被災に繋がる要因となった。

管理職及び当該教員で事故発生の状況と背景、再発防止に向け
た対応策を検討し、職員間で統一して取り組むべき事項を確認し
た。職員終礼で教頭より全職員へ以下の点を説明した。
①複数職員による安全確保の体勢強化：突発的な行動が想定され
る児童への支援時には、担任単独での対応を避け、体育館や屋外
など見通しの広い場所では特に複数職員での見守り体制を整え
る。
②危険物・投擲物となり得る用具の管理の徹底：活動前に用具の
数量・配置を整理し、児童が衝動的に投げてしまうリスクがある場
合は、必要最低限の用具のみを目の届く範囲に置くようにする。
③児童理解の深化と支援の充実：児童Aの気分の波や行動の特徴
に応じて、活動前に「休憩の場所」「落ち着くための時間」「選択可
能な活動」などをあらかじめ提示し、予測可能性を高める支援を行
う。
④職員間の情報共有と声かけの徹底：児童の行動変化や不安定さ
に気づいた職員は、すぐに周囲へ声をかけ、複数で状況に当たれ
るよう連携する。危険行為につながる兆候（言動の荒れ、歩き回り、
表情の変化など）への共通理解を深め、早期介入と未然防止を図
る。

119 ムカデ咬傷
前期試験の問題用紙等の確認をするために会議室にお
いて、問題用紙等の確認していた際、ムカデに咬まれた。

ムカデの活動する時期であったが、会議室にムカデ
が出ることを予測できなかった。

事象が起きた直後、通信制過程全教職員と事象を共有するととも
に、その場で注意喚起をおこなった。あわせてムカデ対策用の殺虫
剤を購入した。

120 左母指咬創
学習発表会で、児童が徐々に出演者エリアに近づいて
いったので下がって見るように声をかけたが聞き入れず、
体に触れて下がらせようとしたところ噛まれた。

児童の特性が最大の要因である。学校内で何度も
対応について協議の場をもってきたが、成果として効
果がでるまでに、こうした不適応が起こってしまった
と考えられる。

・本児について効果的な支援について、再度ケース会議を管理職、
支援担当者でもち、校内での対応を検討し、共通理解を図った。
・職員会で全職員にて、本児の認知の特性、言葉がけ（注意）の仕
方について伝え、校内での対応について共通理解を図った。

121
右ハムストリング
肉離れ

体育の授業で陸上競技練習をするために、校庭で授業を
していた。準備体操と体ならしの運動を行った後、10ｍ
ダッシュを行ったが、ペアのいない児童がいたため、児童
と一緒にダッシュをし、走っている最中に負傷した。

ダッシュをする前に準備運動や体ならしの運動を
行っていたが、ダッシュの際に児童から追いつかれ
ないように全力で走り始めてしまったことが今回の怪
我に繋がった。

・本人には、同様の事故が起きないように気をつけて勤務したり、準
備運動をしてから体育の指導をしたりすることを考えさせた。また、
様々な事故を想定、勤務していくこと等を伝えた。
・職員会議で事案を全体に共有し、体調・年齢・状況にあった行動
をとるように注意喚起をするとともに体育指導のあり方を考えさせ、
再発防止を行った。

122 虫刺性皮膚炎
学生への農業実習指導の準備をするため、長靴に履き替
えたところ、長靴内に潜んでいたムカデに咬まれた。

高温・多湿による害虫発生の注意不足

・作業を行う際は、身に着けるものや道具などに害虫が付着してい
ないか等の安全を確認する。
・校内運営会議において、職員、学生も含めて校内各部署における
作業時の安全対策の徹底について注意喚起を行った。
・今後職場点検や安全対策に関する研修などを行う予定。

123
右第1～3中足骨
骨折、右外側楔
状骨骨折

出迎え業務のため、職員玄関前の階段で待機していたと
ころ段差に気づかず右足を踏み外し、バランスを崩し階段
を滑り落ちた。

周りが暗く足元がはっきり見えない中、修学旅行団
の出迎えに間に合わせようと慌てていたため、階段
を踏み外した。

【職員会議で職員への周知・啓発事項概要】
1.整理整頓による安全な職場環境の保持：学校内で発生しやすい
転倒災害等を防ぐため、廊下、階段、職員室などの整理整頓を習
慣化するよう呼びかけた。
2.メンタルヘルスケアと相談しやすい環境づくり：多忙な業務の中に
あっても、職員の心身の健康を保てるよう、互いに声を掛け合い、
体調の変化に気遣うことの大切さを共有した。
3.ヒヤリハット情報の共有とチームワーク 業務中に「ヒヤリ」としたり
「ハッ」としたりした経験は、大きな事故の前兆であると捉え、些細な
ことでも積極的に報告・共有するよう促した。



傷病名 発生状況 発生原因 公務災害防止対策

令和7年度公務災害防止対策事例集

124
左肋骨骨折、右
胸部・左母指打
撲傷

音楽会のためのパート練習を行っていたところ、シンバル
担当の児童がバチを1本しか持っていないことに気づき、
もう1本のバチを取りに行こうとした際、自分のワイドパン
ツの裾につま先が引っかかり転倒した。

練習開始時に、使用するバチを手元に準備しておく
べきだったところを、離れた場所に置いていたため。
気持ちの焦りがあり慌ててバチを取りに行ったことが
転倒につながった。

【職員会議で職員への周知・啓発事項概要】
1.整理整頓による安全な職場環境の保持：学校内で発生しやすい
転倒災害等を防ぐため、廊下、階段、職員室などの整理整頓を習
慣化するよう呼びかけた。
2.メンタルヘルスケアと相談しやすい環境づくり：多忙な業務の中に
あっても、職員の心身の健康を保てるよう、互いに声を掛け合い、
体調の変化に気遣うことの大切さを共有した。
3.ヒヤリハット情報の共有とチームワーク 業務中に「ヒヤリ」としたり
「ハッ」としたりした経験は、大きな事故の前兆であると捉え、些細な
ことでも積極的に報告・共有するよう促した。

125
アレルギー性接
触皮膚炎

漏水現場確認のため、藪に入ったところ、植物の汁が腕
に付着した。翌日以降、汁が付着した箇所を中心にかゆ
みを伴うかぶれが発生した。

緊急的な現場確認であり、服装までの配慮が出来な
かった。

126 右前胸部圧挫傷
児童の受験対応をし、問題を破って投げ散らかしたため、
制止したところ逆上し、胸を３回殴打した。

指導していた児童の反応を予測できず、体の対応も
難しかったため、支障が生じてしまった。

・職員会議の際、今回の児童の事案について報告し、被災職員も
含め全教職員に対し、児童の反応を最大限予測し、対応するよう口
頭で通達した。

127
顔面・左手・両膝
打撲傷、口腔内
出血

児童登校後、児童の急な動きにも注意しながら教室への
移動中、児童が急に手を繋いだまま脱力し座り込んだの
で、バランスを崩し、顔面から転倒した。

常時見守り及び介助が必要な児童について、児童
の動きには通常から十分注意はしていたものの、事
故当時、児童の状態が安定しない状況でもあり、手
をつないだまま急に脱力し座り込んでしまったので、
体重を支えきれずに転倒してしまった。

職員朝礼にて、全教職員に、事務長が以下の通り注意喚起を実施
した。
・今回の事故のケースを紹介
・階段使用中や自立活動中など、リスクを予想し回避できるよう留
意すること
・児童の日々の変化について、情報共有を徹底すること

128
左第5中足骨骨
折

体育祭において、綱引きの選手として生徒と一緒に参加
した際、勢いよく引っ張られ前のめりになり、負傷した。

綱引きで、勢いよく引っ張られてバランスを崩したた
め。

会礼で災害の周知と次の２点について全職員に注意喚起を行っ
た。
（1）運動する前には、十分なストレッチを行うこと。
（2）体調に少しでも不安がある場合は無理をしないこと。特に激し
い動きを伴う業務は避けること。

129
右眼点状表層角
膜症

牛房清掃中、繋留されていた牛が尻尾を振った際、先端
が右目に直撃。牛の接近に気づかず、尻尾の届く範囲を
過小評価していた。

牛が尻尾を振っているのは認識はいていたが、自分
が清掃している場所まで尻尾が届くとは思いもよらな
かったため。

①事故直後の注意喚起
・事後発生以降、牛を扱う関係職員に対して、注意喚起を行った。
また、生徒に対しては実習中の事故とケガの防止のため実習安全
に対する指導は毎時行っているが、今回の事故を受け、事故の概
要と牛の尻尾の危険性（鞭うち効果による眼損傷リスク）を周知し、
再発防止の意識向上を図るとともに、牛舎内に注意喚起のポス
ターを掲示した。
②職員単独作業時の対策
・職員が一人で牛房内の清掃作業等を行う場合は、眼保護のため
ゴーグルの着用を義務付けた。
③生徒実習時の対策
・生徒の授業等で牛房内の清掃作業を行う場合は、教員が注意を
促すとともに、教員の監督のもとで実施。
・授業で生徒が牛房内で牛の保定（首・胴体の固定）を行う場合は、
2名以上で実施。牛が作業者の死角に入らないよう位置確認を徹底
し、生徒に対しては牛の尻尾の届く範囲（約１m以内）に入る場合に
は十分注意するよう事前・随時注意喚起を行う。
④その他の参考事項
・今回の公務災害とは直接関係はないが、牛を扱う場合に足を踏ま
れるリスクのあるため、足元事故防止のため、令和8年度新入生か
らは安全長靴（つま先に鋼製プレート入りのもの）の購入及び着用
を義務付ける。

130 腰部打撲症
公用車にて道路を走行中、野鳥が急に視界に入ってきた
ためそれを避けるため左にハンドルをきったところ縁石に
乗り上げ負傷した。

公用車を運転中、急に視界に入ってきた野鳥との衝
突を避けるため、左にハンドルをきったところ縁石及
び看板等に衝突した。

定例会議で、公用車の安全運転（制限速度、シートベルトの着用
等）に関して改めて注意喚起を行った。また、自家用車についても
早めにタイヤ交換を行うとともに積雪時の運転に注意すること、歩
行通勤時においても転倒等に気をつけることなどの注意喚起も併
せて行った。

131 左第４指切創
包丁を使ったきゅうりのヘタ落としの作業中に、誤って左
手の薬指の腹の部分を当ててしまい、切り傷を負ったも
の。

包丁を扱う作業を行う際は手元に意識を集中して、
慎重に作業を行う必要があり、今回は注意力不足の
面があった。

安全を強く意識して、刃物を扱う際には怪我をしないよう細心の注
意を払い、集中して作業を行うことが重要であることを指導徹底し
た。
また全体に怪我の防止について注意喚起を行った。

132 熱中症
検診の受付業務を実施していたところ、めまい、気分不良
となった。

・気温　33度
・風、日陰等なし

・空調服の購入
・テントの使用
・検診従事時間の変更
・来年度実施会場、時期の検討

133 手蜂刺症
ダムの維持管理に伴う周辺の草刈り作業に従事していた
ところ、蜂に刺された。

3名体制で作業を行っていたが、蜂の接近に気付か
なかったため。

安全衛生委員会で報告し、対策を協議した。夏の暑い時期であって
も、防護服等を着用し、作業に従事する際には複数名で行うことを
徹底する。このことについて、局全体に周知し注意喚起を行った。

134 左手関節捻挫
患者に選択メニュー表を記載してもらう間ベッドサイドに
立った状態で待ち、メニューの説明をすると突如右こぶし
で叩いてきた。

患者は焦燥感、独語が出現し落ち着かない様子で
あった。公務災害後の主治医の診察では「看護師に
馬鹿にされた」と言っている。

落ち着かない様子もあったので、暴力リスクアセスメントを実施し、
複数名での対応、適切な距離をとりつつ対応する。

135 左顔面皮膚炎

事務所のオフィスクリーンのため不燃ごみ処理施設にゴミ
を運びこみ、積み下ろし作業を行っていた。作業を終え
て、運転席に戻り、車を発進させようとしたところ、左まゆ
げの上に、経験したことのないような激しい痛みがはし
り、同時にカメムシの匂いが車内に立ち込めた。シートベ
ルトを装着した刺激で体液を出して付着した。

カメムシの体液の付着（推定）

・肌の露出を減らすことは有効な対策だが、軍手、長袖、長ズボン、
頭部にはタオルを巻いて作業をしており、通常、考えられる対策を
講じていた。顔を覆うタイプの防虫ネットもあるが、運転時の防虫
ネット着用は危険。
・カメムシの体液が付着した場合は激しい痛みがあることを周知し
て注意喚起することで再発防止とすることも考えられるが、今回の
事案については、それを知っていたとしてもカメムシの飛着を防止
することは困難だった。

136 頭頂部挫創

部活動指導中、ネット際にボールが上がったので、反対
側のコートに返そうとしたところ、既にスパイクを打つため
に飛び上がっていた生徒の顎と頭頂部がぶつかって負傷
した。

ボールに集中してしまい、スパイクを打とうと飛び上
がった生徒の姿を確認できなかった。

職員会議において、事故発生の状況について情報共するとともに、
教育活動中（授業、部活動、学校行事など）の事故や怪我などに十
分注意するよう注意喚起を行う。
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137 左足部打撲傷

体育祭の見学に持って行く救急バックを準備するため職
員室の棚から出そうとした際、棚の引き戸の内側に救急
バックが当たってしまい、引き戸が2枚外れ落下、負傷し
た。

棚の引き戸が外れやすい作りになっていたことと、不
注意で内側から救急バックを当ててしまったため

・棚の引き戸の撤去（落下した引き戸以外も全て）
・他の職員への周知と注意喚起
（職員室に職員が揃った際に、引き戸が外れて落下したこと・引き
戸を全て撤去したことを周知、安全点検時における落下の可能性
のある物に対する確認の徹底を行った）

138
左膝前十字靭帯
損傷

体育館ステージ側フロアで生徒とともにプレイをしながら
指導中、セッターがあげたトスをスパイクしたところ、着地
に失敗し、負傷した

予想していなかった着地の仕方をしてしまったこと
で、膝に無理のかかる形となってしまった。

部活動担当者の話し合いで、部活動生徒たちに交じって練習指導
をする際には、十分な準備体操等をすること、また、指導する立場
とはいえ生徒と比べ体力に劣る部分があるかもしれないという認識
をもち、ケガを恐れないよう配慮することを申し合わせた。

139
左第5趾末節骨
骨折

保護者を迎えるために、階段を降りているときに階段を踏
み外した。

時間にゆとりがない中で校内を移動しており、注意
が行き届かなかったため。

管理職より、職員朝礼で以下のことを指導した。
・不慮の事故や怪我等がないように、時間にゆとりをもって行動す
ることを心がけること
・生徒や職員自身の安全を守るため、周囲の状況に気を配ったり、
怪我等が起こりそうな状況があれば回避に努めたりすること

140
右第5中足骨骨
折、右足背挫傷

学習の時間に生徒が教室を出て廊下でやりとりをしてい
る時、急に床に寝転びそうになったのを止めようとしたとこ
ろ、体勢を崩して足を捻った。

生徒の様子をふまえ、起こり得る事象を十分に想定
できていなかったことに加え、生徒との距離が近かっ
たため、突発的な行動を回避できなかった。

管理職より、職員終礼で以下のことを指導した。
・心理的な状態を含め、生徒の様子を注意深く観察し起こり得る事
象を想定しながら関わることを心がける。
・生徒の状態や起こり得る事象をふまえて生徒との必要な距離をと
り、生徒の突発的な行動を回避できるようにする。

141

左膝外側側副靭
帯挫傷、左足関
節内側側副靭帯
損傷

体育の授業においてバレーボールの指導中、教員と生徒
に分かれて試合形式の練習を実施。その際、スパイク動
作のためジャンプを行い、着地した際に負傷した。

・ウォーミングアップを含め段階を踏んで運動を行っ
ていたが、本人も予期しなかったで場面で痛めた。
・自分の能力を過信した。

【個人に対して】被災職員の一生懸命にスポーツに取り組む姿勢は
認めながら、冷静にその日の自分の調子を確認したり、体調によっ
ては無理をしないと判断したりする事について、本人に助言した。
【職員全体に対して】職員会議で災害発生時の状況について職員
全体で情報共有し、今後、できるだけ同じことが起きないようにする
にはどうすれば良いか考えた。
(今後の対応)
・今後は環境の面で不備はなかったが、怪我を起こさない環境を大
前提とする。
・児童生徒の健康観察はもちろんのこと、教員間でも健康観察を
し、怪我の予防に務める。

142
外傷性頸部症候
群

作業完了後、公用車の荷室に機材を搬入しようとしたとこ
ろ、同乗者が誤ってバックドアを閉めたため、頭部を強打
した。

公用車の荷室に機材を搬入し終え、バックドアを閉
める際、周りに人が居ないと勘違いして閉めようとし
たことが原因（周囲の確認不足）と考えられる。

会議で以下のことを確認した。
・バックドアを閉める際は、周囲に人が居ないことを再度確認するこ
と
・閉める際に、「バックドアを閉めます」と声掛けをすること
・ヘルメットを被っていたため、大事には至らなかったことから、ヘル
メットの重要性について再度認識すること。

143 ハチ刺傷 ダム地震訓練中にハチに刺されたもの。
ダム地震訓練中、車を駐車し降車した後、後部座席
から資料等を取ろうとしたところ、スズメバチ1匹に頭
頂部を1箇所刺された。

課内会議において以下のとおり確認した。
・7月から10月はハチが活発に活動する時期のため特に注意をす
る。
・山林内では、車外に出たら速やかに頭部を覆う帽子またはヘル
メットの着用をする。
・山林内の作業時は、ハチ用殺虫スプレーを携帯する。

144 頭部打撲
授業が終わり職員室に戻ろうとした際児童に胸のあたり
を強く押され後方へ転倒し、頭部をぶつけた。

児童が突然押してきて予測がつかなかったため。
・加害児童保護者への報告及び加害児童への指導依頼を行った
・職員会議で全職員へ児童対応の際の注意とけがをした場合は必
ず管理職へ報告するよう周知した。

145
左環指伸筋腱断
裂

昼休みに児童との良好な関係づくりのためドッジボールを
していたところ、児童が投げたボールを捕った際に、左手
薬指を負傷した。

児童が投げたボールを補球する際、掌で受け止める
ように捕球し、結果的に指に衝撃が強くかかるような
捕りかたをしたため。

職員会議において、児童とドッジボール等の活動をする際には、捕
球時における負傷防止対策として、掌ではなく、胸部付近でボール
を受け止める捕球方法を指導した。

146
右第5中足骨骨
折

生徒から回収したコンタクトレンズの空きケースを回収業
者へ発送するため、事務室へ運んでいる途中、作業場所
から2,3歩歩いたところの段差に気が付かず転倒、負傷し
た。

段ボールをもち、視界が悪い中、段ボールを持ち運
んだため、段差に気が付かず転倒してしまった。

1.職員会議において、全職員への注意喚起の実施（内容は以下の
通り）。
「先日も勤務中に転倒事故がありました。校内の段差も然りです
が、今の時期、降雪・積雪等により、特に地面などが滑りやすくなっ
ています。今一度勤務中のケガ等に気を付けてください。また、関
連して、体育館への渡り廊下部分についてですが、つまづきやすい
等の声が上がっています。事務室でも対応を検討をしていますが、
予算の関係ですぐに整備などの対応ができないため、今一度注意
して通るようにして下さい。」
2.職員ポータブルサイトでの注意喚起も実施した。

147

右母指打撲傷、
左膝関節打撲
傷、左膝関節部
挫創

2階の食堂で食事をとった後、１階に降りる際に階段の踊
り場から足を滑らせて転倒した。

注意力散漫で足元確認が不十分であった。
階段の昇り降りの際は、手すりの使用や足元の確認など慎重に行
うよう注意喚起した。

148 顔面挫傷

運動会の競技中の児童の言動について指導を行ったとこ
ろ、児童が逃げる様子を見せたので、両手をつかみ落ち
着かせようとした。児童が暴れたので、腕を離すと顔面を
こぶしで叩かれた。

児童の特性を完全に把握できていなかった。
職員終礼で災害発生の状況と児童の特性について情報共有を行っ
た。また、支援会議で特別な支援が必要な児童に対する対応で意
識することについて検討をし、職員全体へ共通理解を図った。

149 蜂刺症（右母指）

運動会において本部テントで得点の集計をしていたとこ
ろ、右太ももの後ろ側に蜂が止まり、児童に「蜂がいるよ」
と声をかけられ、後ろを振り向いたところ、右親指と蜂が
接触した。

偶発的であったが、蜂を刺激したため。
・職員会議で蜂の増加について注意喚起を行った。
・蜂を駆除するためのスプレー剤の完備。

150
後頭部打撲症、
外傷性頸部症候
群

児童対応で一緒に雲梯をしていたところ手を滑らせ頭か
ら落下した。

児童に誘われ雲梯をし、その際に手を滑らせたた
め。

職員会議で全職員へ児童対応の際の注意とけがをした場合必ず
管理職へ報告するよう周知した。

151 体液暴露
患者のポータブルトイレの排泄物を廃棄する際に、汚物
が跳ね返り、右目に入ったことによるもの。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。
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152
右上顎骨眼窩底
骨折

ソフトボール部の部活動指導中、ティーバッテイングの練
習で、打者である生徒にボールをトスしていた際に、投げ
て打たせたボールが顔面に直撃した。

・トスを行う人と打者との距離や角度の確認不足
・防球ネットがトスを行う人の前に配置されていな
かった

ソフトボール部顧問と管理職で対策を検討した結果、今後、ソフト
ボール部で以下の安全対策を徹底することとした。
・トスを行う人と打者との距離や角度について、リスクが低い距離や
角度を把握し、十分確認する
・トスを行う人の前に防球ネットを適切に配置し、安全な練習環境を
確保する

153 右足趾打撲
啓発パネルの展示替え作業の際に、展示用パネルをセッ
トしていた支柱を外したところ、その支柱が倒れて右足指
を殴打したもの。

自立できない支柱のため、展示用パネルから支柱を
外した際に誰かが支える必要があったが、作業して
いた職員にその認識がなかった。また、負傷した職
員もパネルで視界が遮られており、支柱が倒れてく
ることがわからなかった。

複数人で行う作業であり、展示パネルの構造上の仕組み及び作業
手順を確認したうえで、作業を行うようにした。また、作業の都度、
声を掛け合い確認しながら行った。

154 頭部切創
収穫した稲束を持ち帰るため公用車に搬入していたとこ
ろ、開放していた公用車ハッチバックの角に頭部を強打し
た

被災職員が頭を打った車両後方のドアは、平坦な場
所に駐車して開いていれば、通常は被災職員の身
長よりも高いところに位置するため、頭が打ち当たる
リスクは低い。今回の場合は、車両はほ場入口の上
り坂に停車しており、後方のドアは被災職員の身長
と比べて低い位置にあった。被災職員はこのことに
気が付いておらず、車両後方のドアへの注意が疎か
であったことに加え、つばの広い帽子を被っていたこ
とにより上部を確認しにくかったことが合わさり、車両
後方のドアで頭を打った。

・ヒヤリハット事案として職場内で共有するとともに、作業時の安全
確保について注意喚起

155
左足背挫傷、左
足関節捻挫

音楽の授業が終わり、授業で使った教具（重さ約5.2㎏）を
普段から授業の準備物を入れて持ち歩いているバスケッ
トに入れて階段を降りていた際、最後の階段に差しかかっ
た時に左足がふらついて小指側をひねった。

普段から、授業で使っている教具とはいえ、重さ約
5.2㎏ぐらいあるものを持ち歩く時には、気を付けて歩
かなければ踏み外しや転倒の恐れがあるということ
に気が付かなかったから。

①終礼で今回の災害について伝達した。その後、「踏み外しや転倒
の恐れがあるので、廊下や階段では気を付けて歩くこと。」について
注意した。
②職員会議で災害発生事例を共有した。災害の多くは、知識不足
によって起こることがあるので、落ち着いて行動し安全管理に気を
付けるように周知した。

156 熱中症

早朝の大動物（牛）の管理実習として、搾乳・給餌・床替
えなど当番生徒の指導と作業補助を行った。実習終了
後、牛舎の通路付近で軽度の頭痛とふらつき感があっ
た。

実習においては、日頃から熱中症や事故の防止に
ついて留意をしていたが、実習を時間内に終えること
を気にかけていたことから、自分の考えていた以上
に身体的な負荷がかかっていることに気づけなかっ
た。

・職員朝礼にて基本的な熱中症の留意事項の確認を実施
・作業中に教職員で体調の相互確認と、実習内容に応じた防止対
策の検討を再確認

157 後腹膜血腫

牛の飼育管理作業のため、ヘルパー職員と一緒にフリー
ストール内の乳牛を搾乳用の待機所に追い込んでいたと
ころ、1頭が迫ってきた。逃げ場なくそのまま壁に追いやら
れ、腹部を5回程度頭突きされた。

牛の予期せぬ行動に対し、即時に回避することがで
きなかった。

・職員会議にて公務災害の防止をテーマに、具体例として教職員に
周知をして再発防止に関する指導を実施
・管理作業に従事する教職員に対して、今回の災害に関係した牛
の個体番号を周知するとともに、牛房内での作業上の留意事項を
確認をした。

158
頭部打撲、上下
口唇挫創、右大
腿・下腿挫傷

忘れ物をした児童を指導していたところ、自分で動こうとし
なかったため、再度指導したところ逆上して、頭、顔、足を
蹴られた。

児童が指導したことを不満に思い、頭、顔を殴り、足
を蹴った。

教職員に対し、職員会にて以下のとおり話をした。
・児童に対して複数で対応すること
・児童が周りに危害を加えそうな場合や器物破損を行うような場合
においては距離をとること。

159
右アキレス腱断
裂

バトミントン大会で、試合中、シャトルを拾うために左足で
一歩前に出た時に、右足首に衝撃を感じ、歩行が困難に
なった。

十分な準備運動を行わないまま、若い頃の身体の
感覚で急な動作を行ったため。

所属の「いきいきと働きやすい職場づくり」の取組で実施している、
職員の話し合いの場で、事例の紹介と対策について話し合う予定。

160
右下腿挫創、両
下肢打撲傷

研究授業で来校される教員のために学校内の駐車場を
確保しようと、両手に三角コーンを持って職員玄関から駐
車場へ向かっていたところ、足元がよく見えずに歩いてい
たため職員玄関外の階段に気が付かず踏み外してしまっ
た。

三角コーンを持って移動する際に、足元を見ずに歩
いていたため、足元の階段に気が付かなかったこと
が今回の怪我に繋がった。

・ヒューマンエラー対策のパンフレットを教職員全員に回覧をした。
・ヒューマンエラー対策のパンフレットの一部分をポスター印刷（A2
サイズ）をして職員室前の廊下に貼り、職員に周知した。
職員終礼で下記の点について周知し、注意喚起を行う。
・両手に荷物を持って移動する際は、必ず足元を確認しながら移動
する。
・急いでいる時であっても、荷物を持っての移動する際は走ったりし
ないこと。

161
頭部打撲、左大
腿打撲挫創

体育会開催準備中、校庭でデコレーションパネル設置時
において、パネルをロープで固定する際に、ロープが緩み
パネルと足場が前倒し、前頭部に当たり、仰向けに転倒
したところ、左脚大腿部が地面とパネルとの間に挟まっ
た。

教員と生徒での作業において、互いの作業状況確
認、声かけなどの安全確認が不十分であったため。

職員会議において、事案の内容を伝達し、複数人数での作業手順
や周囲の状況確認、声かけなどの安全確認の徹底について教職
員に周知した。

162
左足関節外側靭
帯損傷

朝学習の時間に、児童の学習支援をしていた。3階にある
教室から2階にある教室に向けて移動する際、途中にある
階段を踏み外した。

短時間で二つの教室を移動する必要があったため、
移動に急ぐ思いがあり、階段を踏み外した。手に教
育記録を持っていたことから手すりの活用ができな
かった。

職員会議において、事故の周知を行った。併せて、階段移動時に
は手すりや壁を使って慌てず昇降すること、階段が時に大けがが起
こる場所であり日常から注意をもって過ごすことを職員へ伝達した。

163 右手指挫傷
採決後止血中に唾吐きがある為、ティッシュで口元を拭っ
た際に噛み口に含まれる。ティッシュを除去しようとした際
に右示指を噛まれた。

認知機能障害が高度で会話は噛み合わない。周囲
の状況や声掛けが理解できず、医療者に対し攻撃
的行動が見られた患者対応であった為。

認知症の患者のケアにおいて特に突発的な行動を含めたリスクア
セスメントを複数職員対応の際に打ち合わせしていく

164 右手挫創
除草作業中、獣害被害対策用機器の扉を外そうと持ち上
げた際、扉横にあるステンレス網線が右手人差し指付け
根付近にささった。

扉横のステンレス網線がある事に注意しておらず、
勢いよく獣害被害対策用機器の扉を外そうとしたた
め

獣害被害対策用機器の扉を外す際には、ステンレス網線があるこ
とに注意し、ステンレス網線の向きをかえる等事前準備をしたり十
分に注意を払う旨周知した。

165
右膝前十字靭帯
損傷

防犯訓練中にさすまたを持って不審者対応役の男性と対
峙し、取り押さえようとしたところ、右膝の関節がずれたよ
うな感覚があり、バランスを崩し倒れた。

防犯訓練では実際に起こった場合に不審者にどう向
き合うか確認するため、本番さながらのやりとりを行
う実践形式で行った。そのため、今回被災した職員
は慣れない動作に加え、緊張感及び焦燥感から無
理な動きや体勢に繋がったことが原因と考えられる。

再発防止のため、次回からの防犯訓練は、本番さながらの実践形
式で行うことは継続しつつも、あくまでも「訓練」であることから、無
理な動きや体勢となる事を極力避け、落ち着いて行動するととも
に、身体に危機を感じたら直ちに中止することを職員皆で申し合わ
せた。また、その後、訓練中を含め、通常業務の中でも起こりやす
く、公務災害の中でも高い割合を占めている「転倒災害」について、
転倒が発生するメカニズムや予防措置について解説されている
DVDの視聴を行い、職員皆で防止意識を高めた。

166
左母指MP背側
切創

急傾斜地崩壊危険区域内での維持管理作業（伐採作業）
時に、鉈にて左手親指の付け根付近を切った。

肩程度の高さの枝打ち作業において、枝を支持する
左手は伐採木を枝より高い位置とすべきところを、鉈
の動線の延長上にあることを失念して支持しやすい
高さとしたことが原因

課内会議で以下のとおり確認した。
・刃物等を使用する業務の際は、作業手順及びけがをする可能性
がある行動への対策（刃物の動線の延長上に手を置かない等）に
ついて作業前に確認すること。
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167
右肩関節打撲
傷、右肋骨部打
撲

学校駐車場に着いて学校職員玄関に向かう途中、雪の
塊に躓いて転倒した。

当日の気温はマイナス1度で、駐車場内は前日の雪
の轍や車から降ろした雪がそのまま凍結しており、
凸凹していた。

注意喚起の実施
冬季に入る前に、滑りやすい路面での歩き方（小股で歩く、靴底全
体で接地する、急がないなど）、重心の置き方、注意点をチャットで
知らせるなどし、全職員への注意喚起を行います。併せて過去の
凍結による転倒事例やヒヤリハット情報を共有し、危険予知能力を
高めます。

168 腰部打撲傷

廊下を歩いていたところ、反対側から児童が拳を前に突
き出しパンチをするような姿勢で近づいてきた。本当にす
るとは思わず、横を通り過ぎようとしたところ、すれ違いざ
まに、突き出した拳が右側腹部に勢いよく当たった。

該当児童がパンチをするような姿勢で近づいてきた
ことに対し、起こり得る事象を十分に想定できていな
かったことに加え、該当児童の突拍子もない行動に
対応することができなかったために発生したものと考
えられる。

職員会議で事故の経緯を全職員に説明するとともに、児童の様子
と行動特性を再度共通理解した。今後の児童への対応について協
議し、①日頃から児童に声掛けをしたり、児童の話を聞く場をもった
りすること②学級や個別で、よりよい行動を学ぶ機会をもつこと等
の対応をとることとした。また、児童の様子を注意深く観察し起こり
得る事象を想定しながら関わることを心がけるように注意喚起をし
た。被災職員にも指導を行った。また、当該児童保護者へも事故の
経緯と今後の対応を説明した。

169
左膝内側半月板
損傷

体育で器械運動の授業で使ったセフティマットを片付けて
いた際、倉庫入口から倉庫内の定位置まで引っ張って
持って行こうと踏ん張ったところ被災した。

普段からセフティマットの片づけ時は、生徒を含め複
数で運搬し、最後の収納は被災者一人で行ってい
た。そのため、今回も一人でできるという思い込みが
あったため。

職員会議において、教職員に対し次のように確認した。セフティマッ
トの準備、片づけは、完了までは授業者、生徒問わず安全に運搬
できる複数人で作業を行うこととする。作業人数が足りない場合
は、他の教員等に協力依頼する。体育館倉庫内の整備をし、安全
に作業ができるスペースを確保する。

170 左第1趾挫創
可動式折りたたみ長机を折りたたんだ状態で押していた
ところ、車輪の動きが悪く長机が左に倒れて当たり傷を
負った。

折りたたみ机を移動する際の横転等の危険予測が
不十分であったこと。

折りたたみ机等重量のあるものを移動するときは、移動中に横転等
の危険性がないか十分に確認し、安定した状態での移動を行うこと
や、必要に応じて複数人で作業を行うなど、安全確保を徹底するこ
とを、職員全員へ周知した。

171
左足関節捻挫、
左足関節内側靭
帯損傷

勤務中に地震が発生したため、身の安全を確保する目的
で職場のデスクの下に避難した際、負傷した。

地震による災害時の安全確保をした際のとっさの動
作であったため、左足が床にひっかかり捻ったもの

災害時の避難に際しては、速やかに安全確保を図るようにする中
で、身の安全に注意するよう課内周知をはかった

172
右第9・10肋骨骨
折

保育室の壁面に刺してあった画鋲を取り除くため、備え付
けの棚の段に足をのせ画鋲を取ろうと手を伸ばした瞬間
に、段が外れ、備え付けの棚の角で胸を強打した。

本来、踏み台を用いるべきところ、作業を急いでいた
ため、棚板に足をかけてしまった。また、棚板が外れ
やすいことを予見することが出来なかったことが発生
原因である。

災害発生時の内容について、事後最初の職員会において、報告し
た。各職員が保育、あるいは作業をするにあたって、安全管理を念
頭に置き、事前に手順や方法等を確認し、適正に行うよう注意喚起
をした。

173 急性腰痛症

スギ林の花粉調査のため山林へ入山した。調査地点の
ポイントに行くため、作業道から山林に進入しようとして目
の高さ程度の段差がある山林へ入ろうとしたとき、掴んだ
草が抜けて体を支えきれなくなり、1.5ｍ下の作業道へ腰
から落下した。

草が抜けると思わず無意識に掴んでしまった。周囲
への注意力が足りなかったことによる。

災害発生状況を説明し、同様な作業をする際は周囲の状況をよく
確認し、安全に作業ができるルートを選択すること、無理な体勢をと
らないことを部内において周知した。

174
右手掌刺創、右
手掌皮下異物

理科の実験の準備をしているとき、ゴム栓をガラス管の先
端がより長く出るよう押し込もうとしたところ、固くて動かな
かった。力を入れてゴム栓を押し込もうとしたところガラス
管が割れ右手掌に突き刺さった。

被災職員がガラス管に刺さっていた固くて動かない
ゴム栓を、力を入れて無理に動かそうとしたため。
また、実験の準備をする際、手袋など身に着ける等
の準備を怠ったため。

・事故及び発生原因の教職員への周知。
・使用した実験器具は、使用後に単体に分けると共に、洗浄保管を
徹底する。
・ガラス洗浄時等に利用する手袋を理科準備室内へ常備する。
・理科室及び理科準備室へのけが防止看板の設置。
その他、校内の重大事故を防ぐための校内研修の実施。

175 右小指切創

理科の実験中、電気湯沸かしポットからお湯を入れ実験
台までお湯を配りに行こうと移動したところ、足がコードに
引っかかりバランスを崩した。その時フラスコが割れ破片
で切った。

コードが床に垂れていた。
職員会議で今回の公務災害の情報共有を行った。足元にコードな
ど引っかかりやすいものをおかないように注意した。周りの状況に
注意して行動するように注意喚起を行った。

176 右膝捻挫
火災建物の屋内で消火活動を行っていた際に、左足で床
板を踏み抜き、バランスを崩し負傷した。

鎮圧後の残火処理中であったこともあり、床面が火
災による構造材の焼損や放水による重みで崩れや
すくなっていたことが考えられる。

建物火災時における屋内活動要領を再確認するため、足元の確認
や重心の維持等の基本動作に関する署内研修を実施した。　ま
た、総務省消防庁通知の「警防活動時における安全活動マニュア
ル」の再周知を全職員対象に実施した。

177
右第5中足骨骨
折

生徒の下校後、教室後ろにある書初め展の展示の修正
のために、生徒の椅子を使い、ロッカーの上に上がり修正
をした。その後、ロッカーから降りようとしたときに、両手が
滑り、椅子から転倒した。

作業のためロッカーの上に上がって作業をする際、
脚立を用いず作業をしたことが、けがの要因である。

今後同様の事案が発生する恐れがあるため、職員会議において教
職員に事案の発生状況を周知し、本事案と同様の状況であれば必
ず脚立を使用するよう指示した。また、一人での作業中の事故であ
るため、高所での作業の際はできるだけ複数で作業をするよう併せ
て話をした。周知の後に各学年部において、今回の展示作業の状
況、修正が必要な場合の作業のあり方について確認をした。


